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2 ???????????? (1999)? Takahashi (2004, 2008)??????????
3 ????? -(i)m ????????? to-?????????????????????????
??
4 ???????? -	o????????????
















????????????-udu, -odu, -tu ??????????-udu ?????????



































‘I am studying now.’
??????????? -u+du ??????????????????-u ???????
??-du ???????????????????????????????????????
???????????? -du ????????????????????????????





10 D-??????????????????????????????(3b) ????????? -d
???? -t	u?????????? dwatt	u??????????D-??????????????
?????????????????dwad-udu- ????????????????? -u ???
???????????????????????????????????????D-????




?????????-a ? -e ? 2???????????????????????????
?????????????????????????D-??????????? -d ????
???????-a ?????????????????????? -a ????
(5a)???-a ?????????????????????? k	e-????????????
????????????????????(5b)???-e ????????????????

































‘I went to school.’














‘My daughter washed my clothes.’
???????????? -d ??????????????????????cˇ	ısˇ, cˇ	ıasˇ ???
??????cˇ	ı-????????????????????????????? -d ?????
?????????????????????
11 ???Sharma (1988) ? -udu ?????????????Sharma (1988: 137–138) ? ‘Present




12 b	ı-??????????Takahashi (2008: 57)????????????????????????
D-???????????????????????????? -d ?????? -a ???
???????????????????? 13???????sadak ? bidak ???????

































Sharma (1988: 140)?????????????????observed?????reported?? 2
?????????????Sharma??????????????????????????






























































































































































‘I wonder my wife would be afraid of the dog if she sees it?’



































































































































































































I do not know




















































1 1?? INF ??? PROX ??
1;2 1????? 2?? INS ?? PSN ??
2 2?? LOC ??? PT ??
3 3?? LV ????? QM ????
ABL ?? MDL ??? RDP ??
ATTR ??? NEG ?? S ??
COND ?? NT ???? SBJ ???
COP ???? O ??? STT ??
DAT ?? PL ?? TNS ????
FUT ?? PLN ?? UNC ????
GEN ?? PR ?? VS ????
HON ?? PRN ???
????
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図 1 ダグール語関連地図 
 
 ダグール語はモンゴル語族の中で伝統的に「孤立的諸言語 (isolated/peripheral languages)」
の一つに数えられており，他のモンゴル系言語では失われた古い特徴を保存する一方で，
独自の改変も多く見られる。また，モンゴル語族の中で最東端に位置するという地理的な
                                                     
1 この他にも「ダウル」「ダオル」「ダオール」「ダグル」「ダゴル」「ダゴール」「ダフル」
「ダホル」「ダホール」といった表記が確認される。 
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2.2 ダグール語 X 方言の音韻特徴 
2.2.1 母音 
■第一音節の短母音 
 第一音節に立ちうる短母音は次の 7 種類である。本稿で用いる X 方言表記と，その標準
的な音価，語例を次に示す。 
 
                                                     
3 調査は 2011 年 3 月 5 日・6 日に，協力者の在籍する愛知大学豊橋キャンパスで行った。調査協力
を快諾し，忙しい中時間を割いて下さった暁敏氏および調査協力者を紹介して下さった大阪大学
の角道正佳教授に，感謝申し上げる。 
4 氏の名前（Xiǎomǐn）の頭文字および出身地フフホト [xx t] の頭文字をとったもの。 
 (1)  a  []   gal   「火」 
  ə  []   gəl-  「言う」 
  o []   gol   「川」 
  u [u]   kul   「足」 
  i  [i]   čik   「耳」 
  ȧ  []   tȧb   「50」 
  ȯ [œ]  mȯr  「馬」 
 
表 1 X 方言の第一音節の短母音 
 
前舌 中舌 後舌
非円唇 円唇 非円唇 非円 円唇
狭 i   u
半狭   ə   
半広 ȧ ȯ   o 
広    a  
 o の円唇性は概して弱く，[] に近い音声が聞かれることが往々にしてある（後述）。 




 調査範囲では ȯ 以外のすべての母音が対応する長母音をもつ。本稿では，対応する短母
音を 2 つ重ねることによって長母音を表す。二重母音としては 6 つの下降二重母音 ai, əi, oi, 









 本稿では，第二音節以降の短母音に対して，母音が聞かれたところに ə を記す表記法を
採った。ただし，硬口蓋子音 č, ǰ, š, ň, y や口蓋化子音の後ろでは，顕著に i の音色を帯びた
弱化母音が聞かれるので，その場合は i で表記した。 
 
■円唇母音の音価 
 ダグール語（以下 Da.と略記）では，円唇母音は o [] と u [u] しか存在せず，原則として，
モンゴル語の o [] と u [o] には Da. o [] が，モンゴル語の ö [] と ü [u] には Da. u [u] が対応
する（第 3 節 (21) 参照）。従って，次に示すモンゴル語（内蒙古の標準的方言とされるチャ
ハル方言（Ca.）で代表させる）5 のミニマルペアは，ダグール語では同音異義語となるが，
X 方言においても同様であることを話者の内省と筆者の聴覚印象により確認した。 




 (2)  X       Da.   Ca.   gloss                X       Da.   Ca.   gloss 
 a. [ts]    tos    dos  「油」               [ts]    tos-   dus-  「当たる」 
 b. [bd-]   bod-  bod- 「思う，考える」     [bd-]   bod-  bud- 「染める」 
 c. [ur]     ur     ör    「借金」             [ur]     ur     ür    「種」 
 
 ところが，X 方言の音声実現には，モンゴル語とのコード・ミキシングが観察される場
合がある。例えば，X. [tos]（Ca. ǰus）「血」や  X. [ol]（Ca. ulaaŋ）「赤い」，X. 
[bro]（Ca. baruuŋ）「右，西」のようにモンゴル語の u [o] に対して X 方言で [] ではなく 
[o] が聞かれ，X. [m]（Ca. möŋg）「銀」のようにモンゴル語の ö [] に対して X 方言で 
[u] ではなく [] が聞かれる。 
 前述したように広めの o [] はしばしば [] に近い円唇性の微弱な発音が聞かれるこれは 
[d]（Ca. od）「星」，[xl]（Ca. xol）「遠い」，[trt]（Ca. dobč）「ボタン」のように
モンゴル語の o [] に対して聞かれることが多い。恩和巴图 [编著]（1988: 33）によると，
この円唇性の弱い o はモンゴル語の特徴であって，標準的なダグール語の o はそれよりも円
唇の程度が強いという6。 
 しかしながら，X 方言では，次のようにモンゴル語の u [o] に対してもこの発音が聞かれ
る（ただし調査範囲では絶対語頭に限られる）。 
 
 (3)  Da.       Ca.           gloss 
  [s]      us           「水」 
  [rt]     urt           「長い」 
  [lr]     uls「国家」   「人々」 
 
 基本的には，(2) でみたようにモンゴル語における [] と [o] との差異や [] と [u] との差





 X 方言は，単純子音，口蓋化子音，円唇化子音の 3 系列の子音を有する。 
 
■単純子音 
 単純子音は，表 2 に示す 18 種類である。 
 




表 2 X 方言の単純子音 
 両唇音 歯茎音 歯茎硬口蓋音 
・硬口蓋音 軟口蓋音 
破裂音・破擦音 p / b t / d č / ǰ k / g 
摩擦音  s š x 
鼻音 m n ň  
顫動音  r   
側面音  l   
接近音 w  y  
 
 破裂音・破擦音の p, t, č, k（以下「硬音」と呼ぶ）は，b, d, ǰ, g（以下「軟音」と呼ぶ）に
比べて，呼気が強く，閉鎖も強い（閉鎖の持続時間が長い）。そのため，硬音は基本的に 
無声有気音で実現するのに対し，軟音は通常無声無気音だが，非語頭（特に語中）では有
声音として実現することが多く，b や g の場合は摩擦音化を起こすことも多い。 
 摩擦音 s, š, x は，音節構造等に関して硬音の破裂音と似た特徴をもつので，以下ではそれ
らを含めて硬音と呼ぶ。 
 顫動音 r はふるえ音 [r] 或いは単顫動音 [] である。側面音 l は通常接近音 [l] だが，音節
末では摩擦を伴う [] も聞かれる。 
 歯茎硬口蓋音 š [], ň [ȵ] がそれぞれ歯茎音 s, n と別々の音素をなすかどうかは調査できて
おらず7，特に後者は ny と解釈される余地がある。 
 
■口蓋化子音・唇音化子音 






い。これらの場合には表記上，y や w を記さない。 
 X 方言では，口蓋化子音はどの位置にも立ちうる（ただし語末ではまれ）が，唇音化子 
                                                     
7 通時的にはダグール語の *i の前の s は š に変化したため，同一形態素中において si という音連続
は存在しないが，共時的には，形態素境界を挟んで i の前に s が立ちうる（os-ii [osi]「水の／水
を」*[oi]（Tsumagari 2003: 132））。 
8 恩和巴图 [编著]（1988: 136）では mʷəːr「車輪の外縁部」：məːr「喰う（pejorative）」というミニ





 (4)  語頭： myag   [m]     「肉」          xwar    [xr]     「雨」 
  語中： əriN    [r]     「季節」        nugwaa  [nu]   「野菜」 
  語末： tauly    [tol]    「兎」          ― 
 
■原音素 N 








 音節は (C1)V(V)(C2)(C3) という構造をもつ（( ) は任意要素）。 




 音節末の子音連続が許される場合，C2には調査範囲で軟音破裂音 g，共鳴音 m, r, l および
N が立ちえ，C3には硬音阻害音 p, t, k, č, s, š および軟音破裂音 d, g が立ちうる。ただし，C3
に d, g が立つのは C2が N の場合のみである。 
 子音連続に関する制約については，資料不足により詳細には触れられない。ただ，注目
されるのは軟音の破裂音のふるまいで，g が共鳴音と同様，硬音との同一音節内における子
音連続を許すのに対して（5a），d はそれを許容しない（5b）。他の軟音阻害音の b と ǰ の
分布については今後の課題としたい。 
 
 (5) a. /bugs/   [bus]   （*[bu.s]）   「尻」 
  /ars/     [rs]    （*[.rs]）     「皮膚」 
 b. /uds/    [u.ds]  （*[uds]）      「羽」 
 
■最小語条件 
 短母音を 1 モーラ，重母音を 2 モーラ，末子音を 1 モーラとすると，音韻語は必ず 2 モー
ラ以上からなる。従って，最小の語の音節構造は (C)VV または (C)VC である。 
                                                     
9 例えば，恩和巴图 [编著]（1988: 183）によれば唇音化子音終わりの名詞語幹に属格・対格接辞 -iː 
が接尾する場合に異形態 -ui が現れるという（noɣui「犬の／犬を」< noɣʷ + -iː）が，X 方言では










(C)VV gyáa「街」 móo「悪い」 də́u「弟」 
(C)VC gól「川」 mód「木」 kə́N「誰」 
(C)VCC 
ált「金」 lárč「葉」 órt「長い」 
kímč ~ kíḿč「爪」 óNč ~ óŃč「ナイフ」 
dáŃg「煙」 dóŃd「中央」 myáŃg「肉」 
(C)VVC 
tááb「5」 dȧ́ȧ́N「戦争」 áíl「村」 





(C)VCVV anȧ́ȧ ~ anȧ́ȧ́「春節」 dolóo ~ dolóó「7」 ilgáa ~ ilgáá「花」 




(C)VVCVV məəmə́ə「お母さん」 dəuyíi「弟の」 
(C)VVCVC dəuyín「（彼の）弟の」 kuitə́N「寒い」 
(C)VVCVVC bəiyə́ə́s「体から」 
(C)VCCVV ǰorgáa ~ ǰorgáá「6」 kakráa ~ kakráá「鶏」 




                                                     
10 ダグール語のピッチについては，津曲（1985: 237f），恩和巴图 [编著]（1988: 149f），Tsumagari 
(2003: 135) に記述がある。なお，それらによれば，ピッチとストレスは独立で，ストレスは第一
音節に置かれる。 
11 ba と i の間に子音 y を認めるのは，baíN となって絶対に báíN とはならない，すなわち(C)VCVC
型と同じ振る舞いをすることによる。同様の解釈は津曲（1985: 237f）に見える。 
■3 音節以上の語 
 2 音節語とほぼ同じ要領である。語例が少ないため体系的ではないが，いくつか挙げる。 
 
 (6)  dəgiiyíi「鳥の」 dolaakə́N「暖かい」 kataayáár「塩で」 
  ačikčáaN ~ ačikčááN「鼠」 bəiyəəsə́ə「自分の体から」 kəukərsə́l「子供たち」 
 









捲舌音 [], []（ピンインの ch, zh）を表す）。 
 
 (7)  byáu「時計」      （< Ch. 表 biǎo） 
  xwəəcə̣́ə「電車」   （< Ch. 火車 huǒchē） 
  cə̣əẓán「駅」       （< Ch. 車站 chēzhàn） 
  biiǰiibə́n「ノート」 （< Ch. 筆記本 bǐjìběn） 
 











26）や丁（1994, 2006: 275）等に拠り，各方言について略述する。 
                                                     
12 方言区分に関する研究史は丁（2006: 271–275）に詳しい。 







 ナウン，ネメール，メルゲン，アイグンの 4 つの下位方言に分けられる。 
 ブトハ方言はダグール語の中で最も保守的で，また，満洲語からの借用語を多く残して





アルーン旗等で話される方言。江東，江西，フラルギの 3 つの下位方言に分けられる。 
 チチハル地域は比較的早くから漢人の流入が盛んであったため，漢語からの影響が強い。





















































































































れる方言。塔城（タルバガタイ），霍城（ホルゴス）の 2 つの下位方言に分けられる。 








 □ブトハ方言（Bu.） ：恩和巴图 [编]（1983）《达汉小词典》 
 チチハル方言（Ci.） ：胡和 [编]（1989）《达斡尔语汉语对照词汇》 
 ハイラル方言（Ha.） ：津曲敏郎（1986）「ダグール語ハイラル方言基礎語彙」17 
 
 
                                                     
13 新疆のダグール人は，18 世紀に清朝によるジューンガル征討のためブトハ地域から派遣され駐防
した者たちの子孫である（《达斡尔族简史》编写组 1986: 53–55 等）。 
14 ダグール語諸方言の差異については主に恩和巴图 [编著]（1988），丁（2006: 276–302, 2008）に拠っ
た。 
15 新疆方言の語彙については开英 [编]（1982）を，その特徴については丁（1995a, 1995b, 2006: 276–
302, 2008）を参照されたい。 
16 表記を改めた記号は次の通り。 
本稿 au č ə ǰ š x y 
恩和巴图 [编]（1983） ao q e j x h y 
胡和 [编]（1989） ao ch, q e zh, j sh, x h y 
津曲（1986） au č ə ǰ š x j 
 このほか，胡和 [编]（1989）で前寄りの母音を表す aʹ, oʹ, uʹ をそれぞれ ȧ, ȯ, u̇ で，ai, oi, ui を ȧȧ, 
ȯȯ, u̇u̇ で表記する。なお，同辞書では原則として非初頭音節の短母音は無表記，長母音は母音記
号 1 字で表される。 
17 津曲（1986）に記載のない語彙は Поппе (1930)（P.）により表記を簡略化して補う。 
? X 方言とチチハル方言では，語幹末の i の音色（子音の口蓋化）が消失しており18，その
代替として第一音節に aや oをもっていた語では前舌化母音 ȧ [ɛ], ȯ [œ] が生じている19（a）。
これらの方言には i 音添加（第 3 節 (31) 参照）が見られないがチチハル方言では i 音添加
に起因するような，前舌化した変異を持つ場合がある（b）。 
 (8)  X         Bu.       Ci.        Ha.       WMo.     Ca.       gloss 
 a. tȧb        tabi       tȧb        tabi       tabi       tȧb       「50」 
  mȯr       mori      mȯr       mori      mori      mȯr      「馬」 
  ək         xəki       xək       əki        eki                 「頭」 
  bur        buri       bur        P. бурʹі    bös       bös      「布」 
 b. gar        gari       gȧr ~ gar   gari       ɢar        gar       「手」 
  xool       xooli      xȯȯl       xooli      qoɢulai    xoolȧȧ    「喉」 
? チチハル方言では，他方言の ai, oi, ui 等に対してそれぞれ長母音 ȧȧ [], ȯȯ [œ], u̇u̇ [y] が
対応する。X 方言では，他方言の ai に対し，直後に N がある環境では ȧȧ [] が，他の子
音が直後にある場合には ai [e] が対応する（a）。また，チチハル方言では他方言の二重
母音 əi に対して，長母音 ii が対応する（b）。 
 (9)  X         Bu.       Ci.        Ha.       WMo.     Ca.          gloss 
 a. sȧȧN      sain       sȧȧn       saiŋ       sayin      sȧȧŋ         「よい」 
  saikəN     saikan     sȧȧkn      saixəŋ     sayiqan    sȧȧxaŋ       「きれいな」 
  kuitəN     kuitun     ku̇u̇tn      kuitəŋ     küiten     xiiteŋ        「寒冷な」 
 b. məis       məis      miis       məisu     mö(l)sü 20  mös         「氷」 
  kəiN      xəin       xiin ~ xəin kəiŋ ~ xəiŋ kei        xii「空気」  「風」 
? X 方言およびハイラル方言，チチハル方言では，1 音節の開音節語幹で，ブトハ方言の二重
母音 auに対して長母音 ooが対応することが多い（Поппе 1930: 122等，第 3節 (23) 参照）。 
 (10)  X         Bu.       Ci.        Ha.       WMo.     Ca.       gloss 
  soo-       sau-       soo-       soo-       saɢu-      suu-      「座る」 
  ǰoo        ǰau        ǰau        ǰau        ǰaɢu       ǰuu       「100」 
  dao       dau       doo ~ dau  doo       daɢu      duu      「音，声；歌」 
                                                     
18 ただし X 方言では aly「どれ」，tauly「兎」という 2 例の例外がある。 
19 丁（2006: 277f, 2008: 301f）によると，チチハル方言の前舌化母音には u̇ [y] も存在する（syn; Mo. 
söni; Ca. šön「夜」）。 
20 中世モンゴル語漢字文献には mölsün (YM, HY, DY, etc.)，meisü (BY, etc.) という語形が見られ，ダ
グール語の語形は後者と合致する。なお，ブリヤート語（ホリ方言）の語形は mülʲhen であり，
モンゴル祖語形は *mölisün と再構される。 
? X 方言およびハイラル方言では，ブトハ・チチハル方言で軟口蓋摩擦音として保持され
ている語頭の*h を保存しない21（第 3 節 (33) 参照）。 
 (11)  X         Bu.       Ci.        Ha.       WMo.     Ca.       gloss 
  arəb       xarab      xarb       arəbə      arba       arab      「10」 
  ooN       xoon      xoon      ooŋ       on        oŋ       「年」 
  wakər     xuakar     xuakr      waxərə    oqur      oxor     「短い」 
? ハイラル方言およびチチハル方言では，モンゴル文語の q / k に対して，原則として摩擦
音 x と破裂音 k が規則的な対応を示し，相補分布している。ブトハ方言では相補分布して
おらず（第 3 節 (34) 参照）22，X 方言ではこれらの中間的な分布が見られる。すなわち X
方言では，語頭において a, o 等の前に立つ子音は，硬音が後続する場合に k，硬音以外が
後続する場合は x であり（a），ə, u, i 等の前に立つ音は常に k である（b）。また非語頭
では常に k である（c）。次表にこれら諸方言の k / x の分布を示す。 
 
表 3 軟口蓋音 k / x の分布 
 WMo. X Bu. Ci. Ha. Ca. 
語頭 
q (a, o, u の前) k / x




k (それ以外) k k k  
非語頭 
q (a, o, u の前)
k k k 
x  
k (それ以外) k  
 
 
 (12)  X         Bu.       Ci.        Ha.       WMo.     Ca.       gloss 
 a. kaučiN    kaučin     xaučn     xaučiŋ     qaɢučin    xuučiŋ    「古い」 
  xar        xar        xar        xarə       qar·a      xar       「黒い」 
 b. kuitəN     kuitun     ku̇u̇tn      kuitəŋ     küiten     xiiteŋ     「寒冷な」 
  kəl        xəli       kəl        kəli       kele       xel       「舌」 
 c. wakər     xuakar     xuakr      waxərə    oqur      oxor     「短い」 
  ukər       xukur     xukr      ukuru     üker       üxer      「牛」 
 
? ブトハ方言では，開口度や口唇形状の差が大きい母音の間で g が特に弱化または消失して
いる。X 方言では，ブトハ方言形のように，g が弱化／消失した語が見られる場合がある。 
                                                     
21 恩和巴图 [编著]（1988: 128）によると，ブトハ方言の下位方言とされるネメール方言でも語頭の
*h を保存しない。 
22 ただし，ネメール方言では全ての位置において k が対応し，x をもたない（恩和巴图 [编著] 1988: 
125f）。 
 (13)  X       Bu.         Ci.        Ha.       WMo.     Ca.       gloss 
  ǰaus     ǰaus         ǰags       ǰagusu     ǰiɢasu     ǰagas     「魚」 
  dawoor  daur ~ dawur dagur      daguuru   (daɢur)             「ダグール」 
  nugwaa  nuwaa       nuga      nogwaa    noɢuɢ·a    nogoo    「野菜」 







 恩和巴图 [编著]（1988: 25）によれば，「言う」を表す動詞は，ダグール語の方言を明確
に区別する一つの指標となりうる。X 方言の語形はハイラル方言形と一致する。 
 (14)  X         Bu.       Ci.        Ha.       WMo.     Ca.       gloss 
  gəl-       əl-        xəl-       gəl-       kele-      xel-      「言う」 
? 「青」「緑」を表す語 
 (15)  X         Bu.       Ci.        Ha.       WMo.     Ca.       gloss 
  kuk       šilaan     šilan      kuku      köke      göx      「青」 
  nasəN     kuku      kuk       nasuŋ     noɢuɢan   nogooŋ   「緑」 
   ~ nugwaaN 
 X 方言の形式は，ハイラル方言あるいはモンゴル語と合致する。なお，ブトハ・チチハ




 (16)  X         Bu.       Ci.        Ha.       WMo.     Ca.       gloss 
  kəuk      kəku      kəkv 23    kəukə     küü       xüü      「息子，少年」 
  kəukər     kəkur      kəkur      kəukuru   keüked    xüüxed   「子供」 
 X 方言の語形はハイラル方言と合致する。なお，「子供」の意では učkər を頻用する。 
? 「兎」を表す語 
 (17)  X         Bu.       Ci.        Ha.       WMo.     Ca.       gloss 
  tauly      tauli       taul       taulyəi     taulai      tuulȧȧ    「兎」 
                                                     
23 胡和 [编]（1989）の表記法では v によって先行子音の唇音化が表現されている。 
 X 方言の tauly はブトハ方言形と合致する。恩和巴图 [编著]（1988: 25）によるとハイラ
ル方言の tɑuleː (taulyəi) はモンゴル語からの借用である。 
? 「蛇」を表す語 
 (18)  X         Bu.       Ci.        Ha.       WMo.     Ca.       gloss 
  mog       mowo     mog       mogai     moɢai     mogȯȯ    「蛇」 
 X 方言形はブトハ方言形（恩和巴图 [等编] 1984 の表記によれば moɣʷ）やチチハル方言





例として各方言の主格形を挙げる（“ / ” で区切られた場合は左が排除形，右が包括形）。 
 (19)  X         Bu.       Ci.        Ha.       WMo.     Ca.       gloss 
  baa        baa / bid   baa / bȧd   bidə       baa / bida  bid ~ bed  1PL主格形 




 2.3.2 および 2.3.3 で述べた事柄をまとめると，表 4 の如くである。 
表 4 X 方言と諸方言との特徴共有関係 
（○は適合，△は部分的に適合） 
事項 X Bu. Ci. Ha. Ca.  
(8) 語末口蓋化音消失と前舌化母音 ○ ― ○ ― ○  
(9) 二重母音 *Vi の長母音化 △ ― ○ ― ○  
(10) 単音節語の *au > oo ○ ― ○ ○ ○  
(11) 語頭 *h の消失 ○ ― ― ○ ○  
(12) k / x の不規則的分布 △ ○ ― ― ―  
(13) 母音間 *g の弱化／消失 △ ○ ― ― ―  
(14) 「言う」gəl- ○ ― ― ○ ―  
(15) 「青」kuk，「緑」nasəN / nugwaaN ○ ― ― ○ ○  
(16) 「息子，少年」kəuk，「子供」kəukər ○ ― ― ○ ―  
(17) 「兎」tauly ○ ○ ― ― ―  
(18) 「蛇」mog ○ ○ ○ ― ―  
(19) 一人称複数排除／包括の区別の消失 ○ ― ― ○ ○  





 (20)  X         Bu.       Ci.        Ha.       WMo.     Ca.       gloss 
 a. dolaaN    dulaan     dulan      dulaaŋ     dulaɢan    dulaaŋ    「暖かい」 
  xalooN    xaluun     xalun      xalooŋ     qalaɢun    xaluuŋ    「熱い，暑い」 
 b. anȧȧ       aniə       aniə       anyəi      Ma. aniya           「春節」24 
  uňəə       uniə       uniə       unyəi      üniy·e     ünyee    「乳牛」23 
 c. gorəb      guarab     guarb      gwarəbə   gurba      gurab     「3」 
  door       duar       duar       dwarə     dour·a     door     「下」 
 d. ǰorgaa     ǰirwoo     ǰirgo      ǰirgoo     ǰirɢuɢ·a    ǰurgaa    「6」 
  noroo      niroo      niro       P. нʹіроо   niruɢu     nuruu    「背中」 
 (20a) のように [u] と [] が同一語中にほとんど共起せずに狭めの o が現れ（2.2.1，第 3 節 
(21b), (24a) 参照），(20b) のように *i’a, *i’e の合流が生じておらず結果として音素 ee をもた
ず（第 3 節 (27c) 参照），(20c) のように円唇母音の折れが少なく（第 3 節 (22) 参照），
(20d) のように *i の折れが多い（第 3 節 (28), (29) 参照）などは，いずれもダグール語諸方
言の特徴とは合致しない，モンゴル語的特徴である。 
 さて，表 4 において，X 方言と最も特徴を共有するのはハイラル方言であり，特に X 方




特に X 方言の k / x の分布パターンを説明するには，ハイラル方言からの複雑化よりも，ブ
トハ方言からの簡素化と理解した方が現実的である。調査協力者の母親がブトハ方言地域
の出身であり，一般に子は母親の言語の影響を受けやすいことを考慮するならば，むしろ
ブトハ方言が X 方言の形成に大きな役割を果たしている可能性がある。 
 なお，今回は先行研究で述べられている方言的特徴をもとに比較したが，それとは合致
しない特徴を備えた小方言が存在する可能性も否定できない25。実際，角道（1987）で報告
                                                     
24 恩和巴图 [编]（1983）（Bu.）と胡和[编]（1989）（Ci.）においては iəが（単音節語，および複音
節語の非初頭音節で）[e] を表し，津曲（1986）（Ha.）では yəi が [e] を表している。なお，ここ
に挙げた 2 つの語例の音価は，恩和巴图 [等编]（1984）によると Da. ɑneː, uɲeː であり，これらの
表記ではこの 2 例における先行子音の口蓋化の有無（n か ɲか）を書き分けられない。 
25 ただし，k / x の分布については，現在までに報告されているハイラル方言（Поппе 1930，津曲
1985, 1986，角道 1987，塩谷 1990）ではすべて，2.3.2 (12) で述べたような相補分布を原則として
示すので，やはり X 方言にはハイラル以外の方言の関与を考えなければならない。 















ダグール語           モンゴル語 
 （ブトハ方言）         （チャハル方言） 
i  u  i ï ü  
 e  ə  (ė) e ö u  
   o ȧ ȯ o  
  a  a  
                                                    ( ) は長母音のみ 
図 3 ダグール語・モンゴル語の母音体系 
 
                                                     
26 本節の内容は Поппе (1930) 以来の先行研究に多くを負っているが，筆者が新たに補った部分もあ
る。煩雑を避けるため，多くの先行研究で指摘されてきた事実については出典を割愛した。筆者
が参照しえた主な先行研究としては Поппе (1930)，Poppe (1934)，Poppe (1955)，Тодаева (1960)，




  本稿：a  e   o   ö   u   ü   ï    i    ȧ   ȯ   ė   č    ǰ   š    y   g   y 
  原典：ɑ  ə   ɔ   o   ʊ   u   ɪ    i    ɛ    œ   e   tʃ   dʒ   ʃ    j    ɡ   ʲ 
28 ただし表記を改める。主な変更点は次の通り。 
  本稿：a  VV  ŋ       n       č    ǰ   š    ň   y   g   g   y   w 
  原典：ɑ  Vː  n / _ #    nə / _ #   ʧ   ʤ   ʃ    ɲ   j    ɣ   ɡ   ʲ    ʷ 
29 中世モンゴル語は栗林 [編著]（2003, 2009），贾、朱风 [合辑]（1990）によって確認できる漢字諸
文献に拠った。出典を各語例の ( ) 内に示す。 
? ダグール語では円唇母音の合流が生じ，*o, *u が o に，*ö, *ü が u になった（a）。ただし，
長母音 aa が後続する場合には *u は u になった（b）30。 
 (21)  Da.          WMo.          Ca.               gloss 
 a. tos          tosu            dos              「油」 
  tos-         tus-            dus-              「当たる」 
  xuns-        ölüs-           öls-              「飢える」 
  xuns         ünesü          üns              「灰」 
 b. dulaaŋ       dulaɢan         dulaaŋ            「暖かい」 
? 初頭音節において，短母音 *a が後続する *u は「折れ（breaking / Brechung）」を起こして
wa となった（a）31。一方，(24b) のように長母音 aa が後続する場合は「折れ」が阻止される。
また，一部の *o も，wa となった（b）。なお，頭子音が両唇音の場合は w が現れない（c）32。 
 (22)  Da.          WMo.          Ca.               gloss 
 a. want-        unta-           unt-              「眠る」 
  twas         tusa            dus              「利益」 
 b. dwatər       dotur·a         dotor             「内，中」 
  xwakər      oqur           oxor             「短い」 
 c. man         muna           mun              「アイスピック」 
? 初頭音節において，中世モンゴル語の母音連続 a’u (awu), e’ü (ewü) を二重母音 au, əu とし
て保存する（a）。ただし，頭子音が両唇音の場合は MMo. a’u (awu) は長母音 oo となっ
た（b）。 
 現代モンゴル語諸方言ではこれらに全て長母音が対応する。 
 (23)  Da.          MMo.          Ca.               gloss 
 a. aul          a’ula (YM)      uul               「山」 
  dau         dawun (YM)    duu              「音，声；歌」 
  əud         e’üden (HY)     üüd              「門，扉」 
  dəu         de’ü (YM)      düü              「年下のきょうだい」 
 b. moo         mawu (YM)     muu              「悪い」 
                                                     
30 *ö, *ü の規則的な合流はブリヤート語東部（ホリ）方言やバルグ＝ブリヤート方言，モンゴル語
ホルチン方言にも見られる。 
31 これと並行して，短母音 *e が後続するごく一部の *ü が wə となっている（Da. wəy; WMo. üy·e; 
Ca. üy「節」）。 
32 ダグール語における円唇母音の折れは栗林（1993）が詳しく扱っている。なお，円唇母音の折れ
（*u > wa）はモンゴル語ハラチン方言にも見られる（野村 1960）。 
? 非初頭音節においては，中世モンゴル語の母音連続は全て長母音となった。初頭音節に a
をもつ MMo. a’u, u’u, i’u は，ダグール語では開音節で ooに，閉音節で uuに分裂した（a）。
ただし，開音節でも両唇音を頭子音とする場合は uu となった（b）。また，他の母音を
初頭音節にもつ場合は一律に oo になった（c）。 
 (24)  Da.          MMo.              Ca.           gloss 
 a. adoo        adu’u (YM)         aduu「馬群」 「家畜の群れ」 
  xaduur       qadu’ur (HY)        xaduur        「鎌」 
 b. dawuu       cf. daba’ul- (YM)「超過する」     「優れた；かなり」 
 c. niroo        niru’un (YM)        nuruu        「背中」 
  šomool      šimu’ul (HY)「蠅」  šumuul       「蚊」 
? 非初頭音節において，中世モンゴル語の母音連続 o’a は通例 oo になる（a）が，MMo. 
Coqo’a（WMo. Coɢuɢa，C は任意の子音）という音連続においては Cuwaa になる（b）。 
 (25)  Da.          MMo.          Ca.               gloss 
 a. doloo        dolo’an (YM)    doloo             「7」 
 b. tuwaa       toqo’an (HY)    togoo             「鍋」 
  nuwaa       noqo’an (YM)   nogoo            「野菜」 
? 中世モンゴル語の初頭の母音連続 ö’e, ö’ö は，原則として wəəとなる（a）33が，非初頭の
母音連続 ö’e, ü’e は əəになる（b）（恩和巴图 [编著] 1988: 71）。モンゴル語ではこれら
全てに öö が対応する34。 
 (26)  Da.          MMo.          Ca.               gloss 
 a. wəəd        ö’ede (YM)     ööd              「上へ」 
  mwəər       mö’er (DY)     möör             「車輪の外縁部」 
 b. gurəəs       görö’esün (YM)  göröös            「獣」 
  kirəə        kirü’e (YM)     xöröö            「鋸」 
? 新たな母音音素 e を生じた。短母音 e は，硬口蓋子音 *č, *ǰ, *š, *y を頭子音にもち，*i を
後続させる初頭音節の *a に由来する。（a）35。長母音 ee は，*čai, *ǰai に由来する単音節
                                                     
33 一部 uu になった例がある（Da. buus; MMo. bö’esün (YM); Ca. böös「虱」）。 
34 ダグール語において長母音 *öö が多くの場合に *üü（＞Da. uu）とは異なる変化をしたのは，短母
音で *ö と *ü が合流した後も，長母音ではその区別が保たれていたことを示唆する。興味深いこ
とに，ブリヤート語東部方言やバルグ＝ブリヤート方言では長母音でのみ öö が保持されている。 
語（b）を除けば，他は非初頭音節にしか現れず，*i’a や *i’e に由来するもの（c）と，一
部の*ai, *ei, *ui に由来するもの（d）等がある36。 
 (27)  Da.          WMo.          Ca.               gloss 
 a. šeby         šabi            šȧb               「学生」 
 b. ǰee          ǰai             ǰȧȧ               「空間；距離」 
 c. taree        tariy·a          tȧrȧȧ「農作物」   「畑」 
  uree         üriy·e          üryee             「3～5 歳の雄馬」 
 d. balee        balai           balȧȧ「無知な」  「盲目の」 
? 長母音に先行する *i が，一定の条件37で「折れ」を起こさずに保存される。 
 (28)  Da.          MMo.          Ca.               gloss 
  imaa        ima’an (HY)     yamaa            「羊」 
  diloo        ǰilu’a (YM)      ǰoloo             「手綱」 
  xirəəl        hirü’er (YM)    yörööl「祝詞」   「呪文；祝詞」 
? モンゴル語において見られる，先行子音の口蓋化を伴わない折れ（prebreaking，栗林
1981 の「完全な折れ」）がダグール語では生じていない。 
 (29)  Da.          WMo.          Ca.               gloss 
  myag        miq·a          max              「肉」 
  ňos          nisu            nus              「鼻水」 
  nid          nidü            nüd              「目」 
? *č, *ǰ  を頭子音とする初頭音節の *a は，長母音 aa が後続する（a）か鼻音＋破擦音 nč と
いう音連続が直後にある（b）場合に，i になった。 
 (30)  Da.          MMo.          Ca.               gloss 
 a. čigaaŋ       čaqa’an (YM)    čagaaŋ            「白い；白」 
  ǰiyaa        ǰaya’an (YM)    ǰïyaa             「運命」 
 b. činč         čamča (YM)     čȧmč             「単衣」 
  ǰinč-         ǰanči- (YM)     ǰïnč-             「打つ」 
                                                                                                                                                                            
35 一部は *a の後続する初頭音節の *i に由来する（Da. peč; WMo. biča; Ca. bïč「粉々に」）が，この
ような環境では *i の折れを起こすのが通例である（Da. gyad; WMo. ǰida, Ma. gida; Ca. ǰïd「槍」）。 
36 *i’a, *i’e の合流はハムニガン＝モンゴル語にも見られ，トゥングース系言語の影響が疑われる
（Rybatzki 2003: 371）。 
37 母音連続 *a’u, *u’u, *ü’e に由来する長母音が後続する *i は，頭子音が *č, *ǰ, *š の時には折れを生
じる（Da. čoloo; MMo. čilawun (YM); Ca. čuluu「石」）。 
? 流音終わりの一部の名詞（特に身体名称や所有物？）の語幹末に i の音色が添加される現
象がある。 
 (31)  Da.          WMo.          Ca.               gloss 
  gary         ɢar             gar               「手」 
  gəry         ger             ger               「家」 
  kuly         köl             xöl               「足」 
  dəəly        debel           deel              「裏地のある服」 
? 名詞語幹末の二重母音 *ai, *ei が消失した（a）38。その直前が流音の場合は，(31) の i 音
添加が見られることがある（b）。 
 (32)  Da.          WMo.          Ca.               gloss 
 a. gag         ɢaqai           gaxȧȧ            「豚」 
  mələg       melekei         melxii            「蛙」 
 b. xooly        qoɢulai         xoolȧȧ            「喉」 
  bəəly        begelei         beelėė            「手袋」 
? 中世モンゴル語の語頭の h を軟口蓋摩擦音 x として保存する。これは現代モンゴル語諸方
言では全て失われた。 
 (33)  Da.          MMo.          Ca.               gloss 
  xarəb        harban (YM)    arab              「10」 
  xulaaŋ       hula’an (YM)    ulaaŋ             「赤い；赤」 
  xič-         hiče- (YM)      ič-               「恥ずかしがる」 
? 語頭の *k が破裂音 k と摩擦音 x に分化した。喻（1983: 24）の述べるように一部の語は第
二音節頭が硬音 *t, *s, *č, *k の場合に k，それ以外で x となる（b）が，その条件に適さな
くとも k で現れる語が多くある（b）39。 
 (34)  Da.          WMo.          Ca.               gloss 
 a. kartəs       qabtasu         gabtas            「板」 
  kəkw        keüken         xüüxeŋ「娘」     「息子，少年」 
  xar          qar·a           xar               「黒い；黒」 
  xəd         kedü           xed              「いくつ」 
 b. kan         qan·a           xan「壁」        「窓格子」 
  kur-         kür-            xür-              「至る」 
                                                     
38 ただし，いきなり *Vi > Ø となったのではなく，短母音化（*Vi > V）を経た後，母音弱化と音節
改変により消失したものと考えられる。この名詞語幹末二重母音の短母音化は，かなり早期に生
じた。 
39 想定される他の条件の一つとして「*i の前では k が保たれる（Da. kyand; WMo. kimda; Ca. xïmd
「安い，易い」）」（ただし単音節語 Da. xii-; WMo. ki-; Ca. xii-「する」は例外）が挙げられる。 
? 母音間の *k が軟音化した（a）。ただし，直前の子音が硬音の破裂・破擦音または *h の
場合（b），或いは，*k を含む音節が重音節（長母音・二重母音または母音＋鼻音 N を含
む音節）の場合（c）に軟音化は阻止される40。 
 (35)  Da.          WMo.          Ca.               gloss 
 a. sagal        saqal           saxal             「ひげ」 
  nugw        nüke           nöx              「穴」 
 b. čiky         čiki            ǰix               「耳」 
  kukw        köke           göx「青」        「緑色の；緑」 
 c. ukaa         uqaɢ·a          uxaa             「智慧」 
  wakəŋ       uqun·a          uxan             「種山羊」 
? 語頭の破擦音 *č が *i の前で摩擦音 š になった（a）。ただし，第一音節が開音節で，か
つ，第二音節の頭子音が硬音（b）または第二音節が重音節（c）の場合に摩擦音化は阻
止される41。 
 (36)  Da.          WMo.          Ca.               gloss 
 a. šar          čirai            čȧrȧȧ             「顔」 
  šurkul       čidkür          ǰötxör            「鬼」 
 b. čos          čisu            ǰus               「血」 
 c. činəə        činege          činee             「能力，力量」 
? 一部の音節末子音 *b, *d, *g, *s が r になった（a）。この r 音化はダグール語特有の現象で，
「ダグール・ロータシズム（Dagur rhotacism）」と呼ばれる（Tsumagari 2003: 133）。*s
の r 音化は，直後の軟音の硬音化を伴う（b）。また，r 音化の結果，同一語幹内に r が重
出する場合は，異化によって多くの場合後方の r が l になった（c）。 
 (37)  Da.          WMo.          Ca.               gloss 
 a. torč         tobči           dobč             「ボタン」 
  kəkur        keüked         xüüxed           「子供」 
  art          aɢta            agt               「去勢馬」 
 b. aurky        aɢusgi          uušig             「肺」 
  xərk-        esge-           eseg-             「切る」 
 c. šurkul       čidkür          ǰötxör            「鬼」 
  čərəl        čerig           čireg「兵，軍」   「兵役」 
                                                     





? 散発的な脱鼻音化・鼻音化が見られ，語頭や語末で n が l に（a），語中で l が n に（b）
なることがある。 
 (38)  Da.          WMo.          Ca.               gloss 
 a. larč         nabči           nȧbč             「葉」 
  əməl        emün·e         ömön             「前，南」 






















配列順：a,  ȧ, b, č, c,̣ d, ə, g, i, ǰ, k, l, m, n, ň, N, o, ȯ, p, r, s, š, t, u, w, x, y, ẓ 
 
№ X 方言 gloss Bu. Ci. Ha. WMo. Ca. 
001 aa- （家に）居る aa- aa- aa- a-  
002 ačikčaaN 鼠，（十二支の）子 ačikčaan 
 ~ aškaa 
ačkča ačixičaaŋ  
003 ag （自分の）兄 ag ag agə aq·a ax 
004 ail 村 ail ȧȧl ailə ayil ȧȧl 
005 aiš 助けになるもの aiš ȧȧš cf. aišilə- Ma. aisi 
006 aiš tos ためになるもの aiš tuas ȧȧš tuas   
007 akaa お兄さん akaa aka axaa  
008 al- 殺す al- al- alə- ala- al- 
009 alt 金 alt alt altə alta alt 
010 aly ~ aliN どれ N. ali al alini ali ȧl 
011 am 口 am am amə ama am 
012 anȧȧ 春節 aniə aniə anyəi Ma. aniya 
013 arəb 10 xarab xarb arəbə arba arab 
014 arig 酒 argi ȧrg arigi ariki ȧrax 
015 ars 皮 ars ars arsə arasu ars 
016 ašig 利益    asiɢ ašig 
017 aul 山 aul aul aulə aɢula uul 
018 aur1 大気，空気 aur aur auru aɢur uur 
019 aur2 怒り aur aur auru aɢur uur 
020 baa1 （1PL 主格） baa / bid baa / bȧd bidə ba / bida bid ~ bed
021 baa2 お父さん  baa, baaba baawaa Ch. 爸? 
022 bagš 先生 bakš (səb) bagši baɢsi bagš 
023 bait 事 bait bȧȧt baitə Ma. baita 
024 baləg 土 balag balg baləgə  
025 baňgil- 感謝する banigal-   Ma. banihala- 
026 baraaN 多い baraan baran baraaŋ  
027 barkəN 神 barkan barkn barxuŋ burqan burxaŋ 
028 barooN 右，西 baran barn barəŋ baraɢun baruuŋ 
029 bayiN 裕福な bayin bayn bayiŋ bayan bayiŋ 
030 bəəd 外側 bəəd bəəd bəədə  
031 bəi1 ある，いる bəi bii bəi bui bii 
032 bəi2 体；～の方，側 bəy bəy bəji bey·e bey 
033 bii （1SG 主格） bii bii bii bi bii 
034 biiǰiibən ノート    Ch. 筆記本 
035 bitəg 本 bitəg bitg bitəgə Ma. bithe 
036 bod-1 思う，考える bod- bod- bodə- bodu- bod- 
037 bod-2 染める bod- bod- bodə- budu- bud- 
038 bodaa ~ badaa 
 ~budaa 
御飯，食事 budaa 
 ~ badaa 
bada budaa 
 ~ badaa 
budaɢ·a budaa 
039 bok 種牛 bag bak  buq·a bux 
040 bugs 尻 burs burs bugsu bögse bögs 
041 buləN 温かい bulun bulun bələəkuŋ büliyen büleeŋ 
042 bulk 鏡 bulku bilkv bulku Ma. buleku 
043 bun 明日 buni ~ boni bun’ buni  
044 bun ərt 翌朝     
045 bun udər 明日 buni udur 
 ~ bunidur 
bun’ udr buni udurə  
046 buNtər 尻 burtur    
047 bur 布 buri bur P. бурʹі bös bös 
048 bus 帯（細長い布） bəs bəs P. бєсє ~ бус büse büs 
049 buu （禁止の前置小詞） buu bu P. буу buu büü 
050 byau 時計 biau biau  Ch. 表 
051 čaaǰ 明後日 čaaǰ čaaǰ čaaǰi čaɢa―  
052 čaas 紙 čaas čaas čaasu čaɢasu čaas 
053 čagaaN 白い；白 čigaan čigan čigaaŋ čaɢan čagaaŋ 
054 čas 雪 čas čas časə času ǰas 
055 čȧȧ 茶 čiəə čiȧȧ ~ čiə čəi čai čȧȧ 
056 čik 耳 čiki čik čiki čiki ǰix 
057 čirəg 兵士，軍隊 čərəl čirl  čerig čireg 
058 čoloo 石 čoloo čolo čoloo čilaɢu čuluu 
059 čos 血 čos čos čosə čisu ǰus 
060 cə̣əẓan 駅    Ch. 車站 
061 dal 70 dal dal dalə dala dal 
062 dalii ~ dalai 海 dalii dali dalai dalai dalȧȧ 
063 daNg 煙草 danga dang daŋgə damaɢ·a damag 
064 dau 音 dau doo ~ dau doo daɢu duu 
065 dawoor ダグール daur ~ dawur dagur daguuru daɢur  
066 dȧȧN 戦争 dayin dȧȧn dayiŋ dayin dȧȧŋ 
067 dəər 上 dəər dəər dəərə deger·e deer 
068 dəgii 鳥 dəgii dəgi dəgii So. degii 
069 dəu 年下のきょうだい dəu dəu dou degüü düü 
070 dolaakəN 
 ~ dolaaN 
暖かい dulaan dulan, 
dulakn 
dulaaŋ 
 ~ dulaaxuŋ 
dulaɢan dulaaŋ 
071 doloo 7 doloo dolo doloo doluɢ·a doloo 
072 doNd ~ dwaNd 真ん中 duand dond dwandə dumda dund 
073 doNd gurəN 中国 duand gurun dondi gurn   
074 door 下 duar duar dwarə dour·a door 
075 dotər ~ dwatər 内側 duatar dotr dwatərə dotur·a dotor 
076 duč 40 duč duč duči döči döč 
077 durəb 4 durub durb durubə dörbe döröb 
078 dwar 好み，願望 duar dor cf. dwarələ- dur·a dur 
079 əčig （自分の）父 əčig əčg əčigə ečige ečig 
080 ədəə 今，現在 ədəə ədə ədəə edüge  
081 əg （自分の）母 əg əg əgə eke ex 
082 əi このように əi ii ~ əii P. єјі eyin iim 
083 əimər このような əimər iimr əimərə eyimü iim 
084 ək 頭， 
脳 
xəki xək əki eki  
owo ob ogu  
085 əm 薬 əm əm əmə em em 
086 əməl ~ əmən 前，南 əməl əml əmunə emun·e ömön 
087 əmgəN 女，妻 əmwun əmgun əmguŋ eme―  
088 ən これ，この ənə ən’ ənə ene en 
089 ən udər 今日 ənə udur ənudr 
 ~ ən’ udr 
ənə uduru ene edür önöödör 
090 əNd ここ ənd ənd əndə ende end 
091 ər （立派な）男 ər ər ərə er·e er 
092 ərčuu 胸（上半身） ərčuu ərču ərčuu ebčigüü öbčüü 
093 ərgəN 男，夫 ərwun ərgun ərguŋ ere―  
094 əriN 季節 ərin ərn əriŋ Ma. erin 
095 ərt 朝；朝早い ərd ərt ərtə erte ert 
096 əud 扉，門 əud əud əudə egüde üüd 
 əug → wəəg      
097 əul1 雲 əulən əuln əuləŋ egüle üül 
098 əul2 冬 uwul ugul ugulu ebül öböl 
099 əuləN 曇っている əulən əuln əuləŋ egüle üül 
100 əur 病気 əur əwr əurə *ebed  
101 əus 草 əus əus əusu ebesü öbs 
102 gag 豚，（十二支の）亥 gag gag gagə ɢaqai gaxȧȧ 
103 gaǰir 地，ところ gaǰir gaǰr gaǰirə ɢaǰar gaǰir 
104 gal 火 gali gal gali ɢal gal 
105 gar 手 gari gȧr ~ gar gari ɢar gar 
106 gar- 出る，上る，（日が）昇る gar- gar- garə- ɢar- gar- 
107 gəl- 言う əl- xəl-, əl- gələ- kele- xel- 
108 gər 家 gəri gər gəri ger ger 
109 goč 30 goč goč goči ɢuči guč 
110 gočoor 長靴 gočoor gočor ~ gočr  ɢutul gutal 
111 gol （中規模の）川 N. gol gol golu ɢoul gol 
112 gorəb 3 guarab guarb gwarəbə ɢurba gurab 
113 gurəN 国 gurun gurn guruŋ Ma. gurun 
114 guu ガラス guu guu guu Ma. gu 
115 gyaa 街 giaa giaa gyaa Ma. giyai < Ch. 街 
116 id- 食べる id- id- idə- ide- id- 
117 idəə ǰak 食べ物 idəə idə P. ідєє idege idee 
118 idəš 保存食 idəš idš idiši idesi ideš 
119 ig 大きい xig šig igə yeke ix 
120 ilgaa 花 ilgaa ilga ilgaa Ma. ilha 
121 ir 90 yər yir yurə yere ir 
122 is 9 is yis yusu yisü is 
123 ǰak もの ǰak ǰak ǰaxə Ma. ǰaka 
124 ǰaN 借金 ǰan ǰan  Ch. 賬 
125 ǰar 60 ǰar ǰar ǰarə ǰira ǰïr 
126 ǰaus 魚 ǰaus ǰags ǰagusu ǰiɢasu ǰagas 
127 ǰəəǰəə お姉さん  ǰiəǰiə ǰəəǰəə Ch. 姐姐 
128 ǰigaa お金 ǰigaa ǰiga ǰigaa Ma. ǰiha 
129 ǰiguur 翼    ǰigür  
130 ǰoo 100 ǰau ǰau ǰau ǰaɢu ǰuu 
131 ǰorgaa 6 ǰirwoo ǰirgo ǰirgoo ǰirɢuɢ·a ǰurgaa 
132 ǰurəg 心臓 ǰurwu ǰurg ǰurugu ǰirüke ǰürx 
133 ǰus 色，顔つき ǰus ǰus ǰusu ǰisü ǰüs 
134 ǰuuN 左，東 (solwoi) (solgi) ǰuŋ ǰigün ǰüüŋ 
135 kakraa 鶏，（十二支の）酉 kakraa xakra xaxraa  
136 kartəs 板〔古〕 → muubas kartas xarts xartəsu qabtasu gabtas 
137 kasoo 鉄 kasoo xaso xasoo Kt. xašuu? (LS) 
138 kataa 塩 kataa xata ~ kata xataa  
139 kaučiN 古い kaučin xaučn xaučiŋ qaɢučin xuučiŋ 
140 kəčig 一昨日 kəčig kəčg kəčigu  
141 kəiN 風 xəin xiin ~ xəin kəiŋ ~ xəiŋ kei xii 
142 kəǰəə いつ xəǰəə kəǰə kəǰəə keǰiy·e xeǰee 
143 kəl 舌，言葉 xəli kəl kəli kele xel 
144 kəN 誰 xən kən kəŋ ken xeŋ 
145 kər どのように xər kər P. кєрдєє ker xer 
146 kərgəN 文字 xərgən xərgn kərəguŋ Ma. hergen 
147 kərǰəə 畑 kərǰəə kərǰə   
148 kəuk 息子，男の子 kəku kəkv kəukə keüken xüüxeŋ 
149 kəukər 子供 kəkur kəkur kəukuru keüked xüüxed 
150 kii- する xii- kii- kii- ki- xii- 
151 kimč 爪 kimč kimč kimči kimusu xums 
152 kuitəN 冷たい，寒い kuitun ku̇u̇tn kuitəŋ küiten xiiteŋ 
153 kuk 青い；青 kuku kuk kuku köke göx 
154 kul 足 kuli kul kuli köl xöl 
155 kuls 汗 xuls xuns kulsu kölüsü xöls 
156 kurt 車輪 kurd kurs kurdə kürdü xürd 
157 kuu 人 xuu kuu kuu kümün xüŋ 
158 kwəəs 膨らんだもの xuəs kuəs kwəəsu 
 ~ wəəsu 
kögesü xöös 
159 larč 葉 larč larč larči nabči nȧbč 
160 məə お母さん məə məə  Ch. 媽? 
161 məəməə （相手の）お母さん məəməə məəmə məəməə Ch. 媽媽? 
162 məis 氷 məis miis məisu mö(l)sü mös 
163 mod 木 mood mood moodə modu mod 
164 mog 蛇，（十二支の）巳 mowo mog mogai moɢai mogȯȯ 
165 moňoo 猿，（十二支の）申 monio monio monyoo Ma. monio 
166 moNgəl モンゴル mongol mongl  mongɢul moŋgol 
167 moo 悪い moo moo moo maɢu muu 
168 mȯr 馬，（十二支の）午 mori mȯr mori mori mȯr 
169 mudər 竜，（十二支の）辰 mudur mudur P. мудур Ma. muduri 
170 muNg 銀 mungu 
 ~ mengu 
mung muŋgu mönggü möŋg 
171 muubas 板    Ch. 木板 
172 myag 肉 miag miag myagə miq·a max 
173 myaNg 1000 mianga miang myaŋgə mingɢ·a mïŋg 
174 naaǰil yəəyəə 外祖父 naaǰil 
 yəəyəə 
(naaǰli utač) P. нааџʹілʹ  
175 naim 8 naim nȧȧm naimə naima nȧȧm 
176 naǰir 夏 naǰir naǰr naǰirə MMo. naǰir (BY) 
177 namər 秋 namar namr namərə namur namar 
178 nar 太陽 nar nar narə nara nar 
179 nasəN 緑色の；緑 nasan  nasuŋ nasun  
180 nay 80 nay nay nayi naya nay 
181 nəg 1 nək nək nəkə nige neg 
182 nog 犬，（十二支の）戌 nowu nog nogu noqai noxȯȯ 
183 noir 眠り noir niər noyiru noyir nȯȯr 
184 nooN 男の子 noon noon nooŋ nuɢun  
185 nooN dəu 弟     
186 noroo 背中 niroo niro P. нʹіроо niruɢu nuruu 
187 nugwaa 
 ~ nogwaa 
野菜 nuwaa nuga nugwaa noɢuɢ·a nogoo 
188 nugwaaN 緑色の    noɢuɢan nogooŋ 
189 nuxər 配偶者 nuwur nugur nuxuru nökür nöxör 
190 ňadəm 顔，顔面 niadam niadm 
 ~ nȧdm 
nyadəmə  
191 ňakəN 漢 niakan niakn  Ma. nikan < Ch. 你漢
192 ňakəN kərgəN 漢字 (niakan bitəg)    
193 ňid 目 nid nid nidə nidü nüd 
194 ňid-ii guu 眼鏡 nidəi guu nidi guu   
195 ňolməs 涙 niombos nioms nyombusə nilmusu nȯlmos 
196 ňos 鼻水 nios nios nyosə nisu nus 
197 od 星 xod xod odə odu od 
198 oir ~ wair 近い wair wȧȧr wairə(xəŋ) oyir·a ȯȯr 
199 oǰoor 根源，源 xoǰoor xoǰor oǰoorə MMo. huǰa’ur (YM) 
200 olaaN 赤い；赤 xulaan xulan ulaaŋ ulaɢan ulaaŋ 
201 olər 人々 olor olr ~ oll P. олор ulus uls 
202 oNbəl 孫 omol oml omələ Ma. omolo 
203 oNč ナイフ onč onč onči MMo. onuči (YM) 
204 oo- 飲む oo- woo- oo- uuɢu- uu- 
205 ooN （暦の）年 xoon xoon ooŋ on oŋ 
206 orȧȧ1 夕方，晩，夜 oriə oriə oryəi orui ȯrȯȯ 
207 orȧȧ2 頂上 xor xor oru orui ȯrȯȯ 
208 orool 唇 xorol xorl orulə uruɢul uruul 
209 ort 長い ort ort ortə urtu urt 
210 os 水 os os osu usu us 
211 otaa 煙 (xoni)  utaa utuɢ·a utaa 
212 saikəN きれいな，良い saikan sȧȧkn saixəŋ sayiqan sȧȧxaŋ 
213 sanaa 思い，気持ち sanaa sana sanaa sanaɢ·a sanaa 
214 sanaa-tii …したい   sanaatyəi ―-tai ―-tȧȧ 
215 sar （天体の）月， 
（暦の）月 
saruul sarol saruulu saraɢul saruul 
sar sar sarə sar·a sar 
216 sarp 箸 sarp sarp P. сарпа sabq·a sabx 
217 sȧȧN 良い sain sȧȧn saiŋ sayin sȧȧŋ 
218 sȧb 靴 sabi sȧb sabi Ma. sabu 
219 səul 尻尾 səuli səul səulə segül süül 
220 soo- 座る sau- soo- soo- saɢu- suu- 
221 sorəb 杖 sorbi sȯrb P. сорwі MMo. sorbi (HY) 
222 sorəgč 学生 (šiəbi) sorgč sorəgči suruɢči suragč 
223 suk 斧 suwu sug  süke süx 
224 sun 夜中 suni sun’ suni söni sön ~ šön
225 šadəl 力，能力 šadal šadl šadələ čidal šadal 
226 šar1 黄色い；黄色 šar šiar šarə sir·a šar 
227 šar2 顔色，顔つき šar šar šarə čirai čȧrȧȧ 
228 šar-ii ǰus 顔色 šarəi ǰus    
229 šaur 泥 šaur šawr P. шаwар sibar šabar 
230 šȧb 学生〔古〕 → sorəgč šiəbi šiȧb  Ma. šabi šȧb 
231 šid 歯 šid šid šidə sidü šüd 
232 šii （二人称親称主格） šii šii šii či čii 
233 šiNkəN 新しい šinkən šinkn šiŋkəŋ sineken šinxeŋ 
234 šuətaN 学校 N. šuətang 
 ~ šuitan 
(taškv, 
 sorgol) 
šuitaaŋ Ch. 学堂 
235 šutkər ~ šurkəl 鬼 šurkul šutkur  čidkür ǰötxör 
236 taa （二人称尊称主格） taa taa taa ta taa 
237 taab 5 taawu taaw taawu tabu tab 
238 taitii 祖母 taitii taiti taitii Ch. 太太 
239 tasəg 虎，（十二支の）寅 tasag (bar) P. тасах 
 ~ тасха 
Ma. tasha 
240 tauly 兎，（十二支の）卯 tauli taul taulyəi taulai tuulȧȧ 
241 tȧb 50 tabi tȧb tabi tabi tȧb 
242 təNd そこ tənd tənd təndə tende tend 
243 təNgər 天 təngər təngr təŋgiri tngri teŋger 





245 tər それ tər tər tərə tere ter 
246 tərəg 車 tərəg tərg tərəgə terge tereg 
247 tərguul 道 tərwul tərgul tərguulu MMo. terge’ür (YM)
248 tii そのように tii tii  teyin tiim 
249 tiimər そのような tiimər tiimr tiimərə 
 ~ tiimu 
teyimü tiim 
250 tikkəs 釘 tibkəəs tiwkəs 
 ~ tibks 
P. тібкєєс So. tibkesün 
 ~ tikkesün 
251 torč ボタン torč torč  tobči dobč 
252 tos1 油 tos tos tosə tosu dos 
253 tos2 ~ twas 効果，ためになるもの tuas tuas cf. twasələ- tusa dus 
254 tos- 当たる tos- tos-  tus- dus- 
255 tum 10000 tum tum tumu tüme töm 
256 twaarəl 埃 tuaaral tuaarl twaarələ toruɢ  
257 učkəN 小さい uškən 
 ~ učiikən 
ičkn ~ ičikn učiikəŋ öčügüken  
258 učkər 子供 učiikər 
 ~ uškər 
ičkr učiikuru öčügüked  
259 udər 日，昼 udur udr uduru edür ödör 
260 udəs 羽 xudus xuts udusu ödü― öd 
261 udiš 昨日 udiš udš udiši (uduru) üdesi üdeš 
262 ug- 死ぬ uwu- ug- ugu- ükü- üx- 
263 ugiN 娘，女の子 ugin ~ uyin ugun ugiŋ ökin  
264 ugiN dəu 妹 ugin dəu ugun dəu ugiŋ dou  
265 ugir 娘（PL）   ugiru ökid  
266 ukər 牛，（十二支の）丑 xukur xukr ukuru üker üxer 
267 ul （否定の前置小詞） ul ul P. ул ülü  
268 uňəə 乳牛 uniə uniə unyəi üniy·e ünyee 
269 uNdəg 卵 ənduwu undg əndugu öndege öndög 
270 uNdəs 根 undus unts undusu ündüsü ündes 
271 ur1 種 xur xur uru ür·e ür 
272 ur2 借金 ur ur  öri ör 
273 us 毛 xus xus usu üsü üs 
274 usəg 文字，言葉 usuwu usg ~ xusg usugu üsüg üseg 
275 waa- 洗う waa- uga- uwaa- uɢa- ugaa- 
276 wakər 短い xuakar xuakr waxərə oqur oxor 
277 wal 底 wal wal P. wоала ula ul 
278 wan- 落ちる，（日が）沈む wana- wan’- wanə- una- un- 
279 waNt- 眠る，寝る want- want- wantə- unta- unt- 
280 war- 入る war- war- warə- oru- or- 
281 warkəl 服 warkal warkl warxələ  
282 wəəg ~ əug 脂肪 əuwu əug əugə ögekü ööx 
283 wəi 関節 wəy uy P. wєјє üy·e üy 
284 wəil 労働 wəil wəil uilə üile üil 
285 xaan どこ xaana xaan’ xaanə qamiɢ·a xaa 
286 xalooN 熱い，暑い xaluun xalun xalooŋ qalaɢun xaluuŋ 
287 xamər 鼻 xamar xamr xamurə qamar xamar 
288 xar 黒い；黒 xar xar xarə qar·a xar 
289 xaur 春 xaur xawr xaurə qabur xabar 
290 xoir 2 xoir xoyr xojirə qoyar xoyir 
291 xol 遠い xol xol xolə qola xol 
292 xool 喉 xooli xȯȯl xooli qoɢulai xoolȧȧ 
293 xorəg1 虫 xorwo xorg xorugu qoruqai gorxȯȯ 
294 xorəg2 （小さい）川 xuarag xȧrg P. ґорʹкі ɢoruq·a ~ ɢoriq·a 
295 xot ~ kot 
 ~ kotəN 
街，都市 koton xotn xotuŋ qotu got 
296 xȯn 羊，（十二支の）未 xoni xȯn’ xoni qoni xȯn 
297 xȯr 20 xori xȯr xori qori xȯr 
298 xwain 後ろ，北 xuaina xuain’ xwainə qoyin·a xȯȯn 
299 xwar 雨 xuar xuar xwarə qur·a  
300 xwəəcə̣ə 電車，鉄道 xoočəə xoočo  Ch. 火車 
301 yamər どのような，何の yamar  yamərə yamar yamar 
302 yamaa ~ imaa 山羊 imaa (nima)  imaɢ·a yamaa 
303 yas 骨 yas yas yasə yasu yas 
304 yau- 行く，歩く yau- yaw- yau- yabu- yab- 
305 yəə （疑問の文末助詞） yəə yə  (y)uu2 (y)uu2 
306 yəəyəə （父方の）祖父 yəəyəə yəəyə yəəyəə Ch. 爺爺 




Bu.    ダグール語ブトハ方言 
Ca.    モンゴル語チャハル方言 
Ch.    漢語 
Ci.     ダグール語チチハル方言 
Da.    ダグール語 
Ha.    ダグール語ハイラル方言 
Kt.     契丹語 
Ma.    満洲文語 
MMo.  中世モンゴル語 
N.     那顺达来 [编著]（2001）のブトハ方言 
P.      Поппе (1930) のハイラル方言 
So.     ソロン＝エウェンキー語 
WMo.  モンゴル文語 
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ムラブリ語 (Mlabri: オーストロアジア語族 Austroasiatic、モン・クメール諸語 Mon-Khmer 
languages、クム語派 Khmuic) は、音声的バリエーション (以下「変異」) が大きいという調













Rischel (2007: 26) はムラブリ語を A 方言、B 方言、C 方言に分けている。この分類は主に
語彙の違いによって分類されている。いくつかの基礎語彙が形式を全く異にすること、ま
た語彙によって共有される方言が異なる点で特徴的である。表 1 は Rischel (2004: Fig. 1) か
らの例である。 
 
表 1：方言間の語彙の差 (Rischel 2004: Fig. 1 より筆者作成) 
意味 A 方言 B 方言 C 方言 
“to bathe” tʰa.lɛːw ʔɯm 
“to return home” wʌl mɯː 
“to speak” tʌɲ glaːʔ tʌɲ 
“to come” leh 
 
この分類に従うならば、A 方言と B 方言を話す人々はタイ北部のナーン県 (Nan) とプレー
県 (Phrae) に住み、Sakkarin (forthcoming) によれば、2010 年の段階で、A 方言話者は 351 人、
  
B 方言話者は 5 名である。C 方言を話す人々はラオスのサヤブリ県 (Sayaburi) に住んでおり、
Chazée (2001: 9) 1 によれば、2000 年の段階で 22 名である。なお、本稿で扱うのは A 方言の
特にフアイ・ユアク村 (Huai Yuak) に住む人々の方言である (図 1)。 
 




いた (Trier 2009)。20 世紀中頃から、森林の開発などにより森での生活が続けられなくなる
と、フモンの畑を手伝う日雇い労働や、観光業者から雇われて観光の対象となり、森での
生活を観光客に披露するなどして生計を立てるようになった (Sakkarin 2009)。 
現在タイに住む A 方言の話者は、村を作って定住するようになり、これまで通りフモン
の人々から仕事を請け負うか、また政府の出先機関である県の開発センターからの仕事を




そこにはタイ人の保育士が常駐し、幼児に対して中央タイ語 (Central Thai) による教育が行
                                                   
1 題名には The Mrabri in Laos とあり、Mlabri の l が r になっている。この表記は Kraisri (1963) にも見ら
れる。Rischel (1989: 53) は、データの比較から Mlabri と Mrabri は同じ言語であるとしている。Kraisri 













以下の表 2–4 に、Rischel (1995) の音素目録を示す 2 。 
 
表 2：頭子音音素 (Rischel: 1995、一部筆者改変 3 )  
 
両唇 歯茎 硬口蓋 軟口蓋 声門 
閉鎖音 p, pʰ, b, ˀb [ˀb~ɓ] t, tʰ, d, ˀd [ˀd~ɗ ] c, cʰ [t͡ɕ~ʃ~s], ɟ [d ͡ʑ] k, kʰ, g ʔ
摩擦音 h 
鼻音 m, ʰm [m̥ ͡m] n, ʰn [n ̥͡n] ɲ, ʰɲ [ɲ̥͡ɲ] ŋ, ʰŋ [ŋ̥͡ŋ] 
流音  r, ʰr [r ̥͡r], l, ʰl [l ̥͡l]    
わたり音 w, ʰw [w̥ ͡w], ˀw    j, ˀj   
 
表 3：末子音音素 (Rischel: 1995、一部筆者改変) 
 
両唇 歯茎 硬口蓋 軟口蓋 声門 
閉鎖音 p [p̚] t [t̚] c [c̚] k [k̚] ʔ [ʔ̚] 
摩擦音 h 
鼻音 m n ɲ ŋ 
流音  r, rʰ [r ͡r]̥, l, lʰ [l͡l]̥    
わたり音 w  j, jʰ   
                                                   
2 Rischel (1995) は B 方言を中心に扱っており、A 方言を対象にする本稿と比較する場合は注意が必要で
ある。ただ、Rischel (1995: 63) では音韻体系のうち、分節音については、両方言とも同じ体系を想定し
ている。実際に A 方言を扱う Egerod & Rischel (1987) 、Tongkum (1992) も、Rischel (1995) とほぼ同じ
体系を提示している。よって本稿では方言間の差は無視して扱う。 
3 Rischel (1995) では、有気音を /ph/ 等 (本稿では /pʰ/ )、前声門化音 (pre-glottalized consonant) を /ʔb/ 等 
( /ˀb/ )、無声の鼻音・流音・わたり音を /hm/ ( /ʰm/ )、/hr/ ( /ʰr / )、/lh/ ( /lʰ/ )、/jh/ ( /jʰ/ ) と表記する。これ
らは Rischel (1995) ではいずれも単一の音素として扱われているが、分節音の連続に誤解される恐れが
あると考え、表記を改めた。母音に関しては、鼻音の前にのみに現れ、舌の高さが /i/ と /e/ の間に位
置する母音音素 /ɪ / を立てているが、以降の Rischel のムラブリ語に関する論文に /ɪ / を用いた記述が見
られないため、目録から除いてある。また、長母音は /aa/ ( /aː/ ) で記されている。 
  
表 4：母音音素 (Rischel: 1995、一部筆者改変) 
 
前舌 後舌・非円唇 後舌・円唇 
狭 i / iː ɯ / ɯː u / uː
半狭 e / eː ɤ / ɤː o / oː 
半広 ɛ / ɛː ʌ / ʌː ɔ / ɔː 
広 a / aː   
3.2 音節構造 
ムラブリ語の音節構造は、頭子音と母音は義務的であり、2 子音連続まで許される。よっ
て、C(C)V(C)のように模式化できる。ただし、CCV は観察されない。以下に筆者の A 方言
の調査データから具体例を表 5 に示す。 
 
表 5：音節の具体例 (筆者データ) 
C (C) V (C) 具体例 
C  V  /ˀjaː/ “medicine” 
C  V C /mat/ “eye” 
C C V C /mlaʔ/ “human” 
 
筆者のデータから、頭子音において観察される子音連続を表 6 に示す。 
 
表 6 : 子音連続 (筆者データ) 
 b- p- pʰ- t- tʰ- d- c- cʰ- k- g- m- 
-r- br- pr- pʰr- tr- tʰr- dr- cr- cʰr- kr- gr- 
-l- bl- pl- pʰl- kl- gl- ml- 
 
ムラブリ語の形態素は、筆者の調査の範囲内では 1 音節語と 1.5 音節語 (sesquisyllabic 
word) がその大部分を占める。1.5 音節語とは Matisoff (1973: 86) によって作られた形態音韻
論的単位を指す用語で、‘a “sesquisyllabic” structure, with morphemes that were “a syllable and a 
half” in length’ と定義されている。 
1.5 音節以上の形態素は、全て弱強格 (iambic) の韻脚パターンを示し、常に語の最終音節
に強勢が置かれる。本稿では、強勢のある音節を「主音節」(main syllable) とし、強勢のな
い音節において軽音節のものを「副音節」(minor syllable) 、重音節のものを「無強勢音節」
と呼び表す。そして、副音節と主音節の組み合わせからなる形態素を 1.5 音節語 (a) とし、




 (a) [ca.ˈbut̚]   “pig” 
 (b) [doc̚.ˈpan] “rainbow” 
 
副音節には音節核が母音 (c) 、流音 (d, e) 、鼻音 (f) の場合がある。以下より、母音が音節
核の副音節を「開-副音節」、子音が音節核の副音節を「閉-副音節」と呼び表す。 
 
 (c) pa.bɯl   “to kill” 
 (d) kl.kil    “knee” 
 (e) kr.pʰɛp  “butterfly” 




た、開-副音節の母音はその音価が不安定であるので、表 7 では V で表す。具体例は紙幅の
関係上省略する。 
 
表 7 : 副音節の種類 (筆者データ) 
b- p- pʰ- t- tʰ- d- c- cʰ- k- g- ʔ- m- r- l- h-
V bV- pV- pʰV- tV- tʰV- dV- cV- cʰV- kV- gV- ʔV- mV- rV- lV-
N bN- pN- tN- dN- cN- cʰN- kN- hN-
r br- pr- pʰr- tr- tʰr- dr- cʰr- kr- gr- hr-
l pl- kl- hl-
 
3.3  先行研究 
ムラブリ語の「音声的な変異の多様さ」についての指摘は多くの先行研究に見られる 
(Egerod & Rischel 1987: 43、Rischel 1995: 206、Rischel 2004、Tongkum 1992: 45) が、それを
分析した研究はない。その中で、Rischel (1995: 207) はムラブリ語に観察される変異を列挙












/ʌ/ と /ɔ/ の間で揺れる語彙がいくつか存在する。A 方言では /ʌ/ を持つ単語が [ɔ] で発
音される傾向が観察される。 
? 硬口蓋音の前の /a/~/ɛ/ 
硬口蓋音の前の /a/ と /ɛ/ は揺れる傾向にある (しかし、この書き方では /a/ [a~ɛ] かつ 
/ɛ/ [a~ɛ] という現象なのか、どちらか片方だけの現象なのか、区別できない)。 
? 前声門子音 
前声門化子音 /ˀb, ˀd, ˀw, ˀj/ が、しばしばその前声門化を失うことがある。 
 

















1 人の協力者に限定 (つまり「個人差」という変数を固定) し、「スタイル」がどのような
影響を与えるのか調査する。今回の調査では協力者 B (後述) に限定した。「スタイル」は





                                                   





















イニシャル 年齢 性別 学歴 結婚 母語 理解言語 
P 60? 男 なし 既婚 Ml. Hm., Tn., NT., CT. 
S 40? 男 なし 既婚 Ml. NT., CT., Hm. 
B 20? 男 中学卒 未婚 Ml. NT., CT. > Hm. 









ブリ語 (Ml.) である。他に北タイ語 (NT.) を理解し操ることができるが、しばしば声調





6 ムラブリの人々はその生涯の内に数回配偶者を変えるのが普通である (Trier 2009: 44) 。 
  
が正確でない。中央タイ語 (CT.) も聞いて理解するが、話すことは少ない。また、フ


























本調査では、ムラブリ語とりわけ特徴的な音声変異を見せる、Ａ）1.5 音節語 8 、Ｂ）母
音 /ʌ/ または /ɔ/ を持つ語、Ｃ）硬口蓋子音の前に /a/ または /ɛ/ を持つ語、Ｄ）前声門化 9 
                                                   
7 ティンの言語は言語学的には、マル語 (Mal) とプライ語 (Prai) に分けられる。A の言うティンの言語が
厳密にどちらの言語を指すかは判断できない。 
8 今回の調査では鼻音が音節主音の副音節を持つ 1.5 音節語は調査していない。今後の課題とする。 
9 /ˀw/の音素を持つ語彙は、筆者の調査した限りでは観察されなかった。Rischel (1995: 342) においても語
彙数が 1 語と非常に少なく、音素として目録に含めるかどうか再度検討する必要がある。 
  
(pre-glottalized) 子音を持つ語、Ｅ）先行研究において音価の広い /cʰ/ [t͡ɕ~ʃ~s] を持つ語を、
同じ方言を扱っている Egerod & Rischel (1987) 10 から選び調査項目とする。 
以下に調査項目の語彙を示す。 
 
表 9：Ａ） 1.5 音節語 
No. Egerod & Rischel (1987) 意味 
1) pa.bɯl “to kill” 
2) bak.kah “flower” 
3) ta.hoʔ “armpit” 
4) kr.pʰɛp “butterfly” 
5) kr.ʔuŋ “hole” 
6) rə.map “upland” 
7) rə.ʔɤk “chest” 
8) kl.kil “knee” 
9) kl.muj~kul.muj “hair” 
 
表 10：Ｂ）/ʌ/ または /ɔ/ を持つ語 
No. Egerod & Rischel (1987) 意味 
10) gʌh “this” 
11) wʌl “to return” 
12) ɟʌjʰ “delicious” 
13) mɔj “one” 
14) dɔk “to put” 
15) kɔk “pipe” 
 
表 11：Ｃ）硬口蓋子音の前に /a/ または /ɛ/ を持つ語 
No. Egerod & Rischel (1987) 意味 
16) gajʰ “nine” 
17) braɲ “dog” 
18) ʔac “bird” 
19) gɛjʰ “crab” 
20) pɛj “to insert” 
                                                   
10  Egerod & Rischel (1987: 42) は、母音の長短による対立を認めていないが、Rischel (2007: 26) では、母
音の長短は弁別的であるとし、Egerod & Rischel (1987) の分析は誤っていたことを認めている。よって、
ここで引用する Egerod & Rischel (ibid.) の表記には母音の長短が反映されていない。 
  
表 12：Ｄ）前声門化子音 
No. Egerod & Rischel (1987) 意味 
21) ˀbuʔ “slow” 
22) ˀbɛk “carry on shoulder” 
23) ˀbiʔ “caterpillar” 
24) ˀdiŋ “big” 
25) ˀdi “good” 
26) ˀjaa “medicine” 
27) ˀjɛʔ “far” 
28) ˀjak “shit” 
 
表 13：Ｅ）/cʰ/ を持つ語 
No. Egerod & Rischel (1987) 意味 
29) cʰak “body” 
30) cʰoʔ “spade” 






表 14：「スタイル」：Ａ）1.5 音節語 
No 先行研究の形式 丁寧 自然スピード 
1) pa.bɯl  “to kill” [pap̚.bɯːl] [pə.bɯːl] 
2) bak.kah “flower” [bak̚.kaːh] [ba.kaːh]~[bə.kaːh] 
3) ta.hoʔ  “armpit” [ta.hoːʔ̚]~[taʔ̚.hoːʔ̚] [to.hoːʔ̚]~[tə.hoːʔ̚] 
4) kr.pʰɛp  “butterfly” [ra.pʰɛp̚] [rə.pʰɛp̚]~[r.pʰɛp̚] 
5) kr.ʔuŋ  “hole” [kur.ʔuŋ] [kr.ʔuŋ] 
6) rə.map  “upland” [ra.maːp̚]~[raʔ̚.maːp̚] [ra.maːp̚]~[rə.maːp̚] 
7) rə.ʔɤk  “chest” [la.ʔɤk̚]~[laʔ̚.ʔɤk̚] [la.ʔɤkː] 
8) kl.kil   “knee” [kil.kiːl]~[kɨl.kiːl] [kl.kiːl] 
9) kl.muj  “hair” [kul.muːj]~[kʉl.muːj] [kl.muːj] 
 
先行研究において開-副音節の語は、「丁寧」では末子音を持ち無強勢音節になる語が観
察される (1, 3, 6, 7)。末子音は、主音節の頭子音と同じ調音点の閉鎖音 (1)、もしくは声門閉
鎖音が現れる (3, 6, 7)。「自然スピード」では、副音節に末子音が現れることはない。 
  
また、「丁寧」では (2) を除く全ての母音が [a] となり、「自然スピード」では曖昧母音 
(1, 3, 4, 6) か、主音節の母音が非主音節と同じ母音となる (3)。 
先行研究において閉-副音節の語は、「丁寧」では子音連続の間に母音の挿入が見られ、
無強勢音節となる語がいくつか観察される (5, 8, 9)。挿入される母音は主音節の母音と同じ 
(5, 8, 9) か、円唇性を同じくした中舌の母音が現れる (8, 9)。「自然スピード」ではこの挿入
母音は観察されない。 
また、先行研究では閉-副音節であるとされたものが、調査では初頭の閉鎖音 /k/ が落ち、
母音が挿入され開-副音節 [ra] になっている例 (4) や、先行研究ではふるえ音 /r/ であったも
のが、側面接近音 [l] で観察された例があった (7)。先行研究で 2 音節語であったものが、
「自然スピード」で開-副音節を持つ 1.5 音節語として観察された (2)。 




表 15：「個人差」 Ａ） 1.5 音節語 
No. 先行研究の形式  P S B D 
1) pa.bɯl “to kill” [pa] [pa.bɯːl] [pa.bɯːl] [pa.bɯːl] [pa.bɯːl]
2) ba.kah “flower” [ba][h] [ba.kaːh]  
[pa][h] [pa.kaːh] [pa.kaːh] 
[ˀba][h] [ˀba.kaːh]  
[pa][∅]  [pa.kaː]
3) ta.hoʔ “armpit” [tə] [tə.hoːʔ̚]  




[kr] [kr.pʰɛp̚]  
[pʰr] [pʰr.pʰɛp̚]  
[rə] [rə.pʰɛp̚] 
[pr]  [pr.pʰɛp̚]
5) kr.ʔuŋ “hole” [kl] [kl.ʔuŋ]  [kl.ʔuŋ]
[kr] [kr.ʔuŋ] [kr.ʔuŋ] 
6) rə.map “upland” [rə] [rə.maːp̚]  
[kr] [kr.maːp̚]  
[ra] [ra.maːp̚] [ra.maːp̚]
7) rə.ʔɤk “chest” [la][ɤ] [la.ʔɤk̚] [la.ʔɤk̚] 
[kl][ɤ] [kl.ʔɤk̚]  
[kl][ɯ]  [kl.ʔɯk̚]
8) kl.kil “knee” [kr] [kr.kil]  
[kl] [kl.kil] [kl.kil] [kl.kil]
9) kl.muj “hair” [kr] [kr.muːj]  
[kl] [kl.muːj] [kl.muːj] [kl.muːj]
  
(1) を除く全ての例で、副音節が「個人差」による変異を示している。それに対して主音
節に変異が見られたのは (7) のみである。 
副音節に見られる変異を分類すると、開-副音節では、頭子音の有声、無声が異なる例 (2)、
母音が異なる例 (3, 6) が観察される。母音が異なる場合は、その範囲は曖昧母音 [ə]、主音
節と同じ母音、広母音 [a] の範囲である (3, 6)。 
閉-副音節では、成節的な子音がふるえ音か側面接近音かで異なる例 (5, 8, 9)、共通要素が 
[r] のみで、頭子音が異なる例 (4) がある。また、音節構造が異なる例 (4, 6, 7) も観察される。 
さらに、4 人とも異なる副音節が現れた語も観察される (4)。 
表 16：「個人差」 Ｂ） /ʌ/ または /ɔ/ を持つ語 
No. 先行研究の形式  P S B D 
10) gʌh “this” [ʌ] [ɡʌh]
 [ɔ] [ɡɔh] [ɡɔh] [ɡɔh]
11) wʌl “to return” [ʌː] [wʌːl] [wʌːl] [wʌːl] [wʌːl]
12) ɟʌjʰ “delicious” [ʌː][ɕ] [d͡ʑʌːɕ]  
  [ɔː][jh] [d ͡ʑɔːjh]  
  [ɔː][j] [d͡ʑɔːj] [d͡ʑɔːj]
13) mɔj “one” [ɔ] [mɔj] [mɔj] [mɔj] [mɔj]
14) dɔk “to put” [ɔ] [dɔk̚] [dɔk̚] [dɔk̚] [dɔk̚]
15) kɔk “pipe” [ɔ] [kɔk̚] [kɔk̚] [kɔk̚] [kɔk̚]
 
先行研究において /ɔ/ を持つ語は、本調査でも全て [ɔ] が現れたのに対し、/ʌ/ を持つ語は 
(11) 以外、[ʌ] と [ɔ]の両方が「個人差」として現れた。また、協力者 P は 非円唇母音[ʌ] 、P
以外は円唇母音 [ɔ] が優勢であった。 
また、(12) の末子音 /jʰ/ には、P は摩擦音 [ɕ] 、S は有気わたり音 [jh] 、B, D はわたり音 
[j] といった個人差が見られた。 
表 17：「個人差」 Ｃ） 硬口蓋子音の前に /a/ または /ɛ/ を持つ語 
No. 先行研究  P S B D 
16) gajʰ “nine” [a][ɕ] [ɡaɕ]
[a][jh] [ɡajh] 
[a][j]   [ɡaj] [ɡaj] 
[ɛ][ɕ] [ɡɛɕ]    
17) braɲ “dog” [a] [braɲ] [braɲ] [braɲ] [braɲ] 
18) ʔac “bird” [a] [ʔac̚] [ʔac̚] [ʔac̚] [ʔac̚] 
19) gɛjʰ “crab” [ɛ][ɕ] [ɡɛɕ]  
[ɛ][jh]  [ɡɛjh]   
[ɛ][j]   [ɡɛj] [ɡɛj] 
20) pɛj “to insert” [ɛ] [pɛj] [pɛj] [pɛj] [pɛj] 
  
/ɛ/ を持つ語は、調査でも全て [ɛ] が現れたのに対し、/a/ を持つ語の (16) は、P の発音に
限って [ɛ] が現れ、個人内で自由変異の関係にあった。 
また、末子音 /jʰ/ について、Ｂ） 同様、P は摩擦音 [ɕ] 、S は有気わたり音 [jh] 、B, D は
わたり音 [j] といった個人差が見られた (16, 19)。 
表 18：「個人差」Ｄ）前声門化子音 
No. 先行研究の形式  P S B D 
21) ˀbuʔ “slow” [ˀb] [ˀbuʔ̚] [ˀbuʔ̚] [ˀbuʔ̚] 
[ˀb] [buʔ̚] 
22) ˀbɛk “to carry” [ˀb] [ˀbɛk̚] [ˀbɛk̚] [ˀbɛk̚]  
[b]    [bɛk̚] 
23) ˀbiʔ “caterpillar” [ˀb] [ˀbiʔ̚] [ˀbiʔ̚] [ˀbiʔ̚]  
[b]    [biʔ̚] 
24) ˀdiŋ “big” [ˀd] [ˀdiŋ] [ˀdiŋ] [ˀdiŋ] 
[d] [diŋ] 
25) ˀdi “good” [ˀd] [ˀdiː] [ˀdiː] [ˀdiː]  
[d]    [diː] 
26) ˀja “medicine” [ˀj] [ˀjaː] [ˀjaː] [ˀjaː] 
[j] [jaː] 
27) ˀjɛʔ “far” [ˀj] [ˀjɛʔ̚] [ˀjɛʔ̚] [ˀjɛʔ̚]  
[j]    [jɛʔ̚] 
28) ˀjak “shit” [ˀj] [ˀjak̚] [ˀjak̚] [ˀjak̚]  
[j]    [jak̚] 
 
P, S, B では前声門化音 [ˀb, ˀd, ˀj] 、D は有声破裂音 [b, d] もしくわたり音 [j] が観察された。 
表 19：「個人差」 Ｅ）/cʰ/ を持つ語 
No. 先行研究の形式  P S B D 
29) cʰak “body” [ʃ] [ʃak̚]
[s] [sak̚] [sak̚] [sak̚] 
30) cʰoʔ “spade” [s][o] [soʔ̚] [soʔ̚] [soʔ̚] [soʔ̚] 
  [s][oː] [soːʔ̚]    
31) cʰm.bɛp 
“mouth” 
[ʃ] [ʃim.bɛp̚] [ʃm.bɛp̚]   
[s]   [sm.bɛp̚] [sm.bɛp̚] 
 
破擦音 [t͡ɕ] は観察されなかった。また後部歯茎摩擦音 [ʃ] は A, B の 2 人のみに観察され、
B, D はいずれの語彙も [s] で発音された。 











然なスピード」だと 1.5 音節語的に発音される傾向が観察された。例えば、Egerod & Rischel 
(1987) で 2 音節語として表記されている、No.2「花」/bak.kah/ は、本調査では「丁寧」では 
[bak̚.kaːh] で 2 音節語、「自然なスピード」では [ba.kaːh~bə.kaːh] と 1.5 音節語であり、「ス
タイル」によって形態素の音節構造が異なる。よって、ある語が 1.5 音節語か 2 音節語のど
ちらであるかは、ムラブリ語において判断が難しいことがわかる。 
また、「個人差」による調査においても、1.5 音節語の副音節に見られる変異が顕著であ







音の無声わたり音 /-jʰ/ は、P は摩擦音 [ɕ] 、S は有気わたり音 [jh] 、B, D はわたり音 [j] とし
て発音されている。Rischel (1995: 76) においても、 /-jʰ/ の異音として歯擦音 (strident) が聞か
れることがあると述べているが、その条件については触れておらず、自由変異扱いである。 
今回の調査の範囲では、摩擦音 [ɕ] で発音するのは老年層の P、有気わたり音で発音する
のは [jh] S のような 40 代近くの中年層、そしてわたり音 [j] で発音するのは B、D のような
若年層とでき、これは「年代差」の可能性が示唆される。また、B, D の音韻体系では /-jʰ/ 
と /-j/ が合流している可能性が考えられる。 
また、前声門化子音 /ˀb, ˀd, ˀj/ は D では観察されず、代わりに有声閉鎖音、わたり音 /b, d, 
j/ が観察された。よって D の音韻体系において頭子音の前声門化子音 /ˀb, ˀd, ˀj/ が有声閉鎖
音、わたり音 /b, d, j/ と合流している可能性が考えられる。これは、D の協力者情報を照ら




















略号 英語 日本語 
C Consonant 子音 
V Vowel 母音 
N Homorganic nasal 同器官的鼻音 
Ml. Mlabri ムラブリ語 
CT. Central Thai 中央タイ語 
NT. Northern Thai 北タイ語 
Hm.  Hmong フモン語 
Tn. T’in ティンの言語 (Mal, Prai) 
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地図 1：ミャンマー (西田 2000) 
 
 





するデータは筆者が 2009 年から 2011 年にかけて行ったミャンマー連邦共和国における 5 回
のフィールドワークの成果に基づいている。本稿では、2 節でジンポー語の概況に関して述

















(Sino-Tibetan) 、 チ ベ ッ ト ・ ビ ル マ 語 派 
(Tibeto-Burman) に属する。 
民族的には、ジンポー人は、ロンウォー 










表 1：カチン民族の推定人口 1992 (Bradley 1996) 
Group Myanmar China India Thailand Total 
Jinghpaw 630,000 15,000  2,000 500  650,000 
Atsi 80,000 90,000   20  170,000 
Maru 90,000 10,000   100  100,000 
Ngochang 10,000 30,000   5  40,000 
Lashi 25,000 5,000   5  30,000 
Pola  2,000   2,000 
 
2.2 類型的特徴 















 統語面に関しては、基本的に従属部標示型 (dependant-marking) の言語であり、文法関係
は主に名詞句に後接される格標識によって示される。格標示のパタンは主格・対格型 (S/A 
vs. O) である。所有構造においては従属部名詞に属格が付加される。 














最小の動詞複合 (Verbal Complex) は [動詞 + TAM標識] という構造を持つ。この動詞複合は
動詞連続や助動詞によって拡張され、多様な意味を獲得する。文法カテゴリとしてのテン
スは持たず、アスペクト・ムード卓立型言語であるといえる。アスペクトおよびムードは 





言語が話される中心地に相当する。また、シナ文化圏  (Sinosphere) とインド文化圏 
(Indosphere) という観点からはその緩衝地帯 (buffer zone) に当たると考えられる。そして、
東南アジア大陸部という観点からはその周辺として位置付けられる。本小節では、この第
三の観点から見たジンポー語の地域的言語特徴に関して若干概観する。 








連続、アスペクト卓立 (aspect prominent)、多様な文末助詞 (sentence-final particles)、文の名
詞化 (sentential nominalization)、動詞のサブタイプとしての形容詞などが挙げられる。 








表 1：ジンポー語に見られる ‘areal lexicon’ の例 
意味 ジンポー語 
‘WASH’ khrùt「(服を) を洗う」, myít「(顔を) 洗う」, ɡəšìn「(手や皿を) 洗う」 
‘CARRY’ ɡun「手や背中で運ぶ」, phay「肩に担いで運ぶ」, laŋ「手で運ぶ」 
‘CUT’ rèp「(鋏で) 切る」, ɡəthàm「(刀で) 切る」, dìɁ「(ロープを) 切る」,  
phyáɁ「(肉を) 切る」 
‘RICE’ šàt「炊いた米」, nɡu「脱穀米」, mam「稲, 脱穀前の米」 
‘SIBLING’ ɡəphù「兄」, ɡəna「姉」, ɡənaw「弟, 妹」 
 
また、同様の構成要素から成る複合語も系統を超えて観察される (‘areal calques’)。次のよ




表 2：ジンポー語における ‘areal calques’ の例 
意味 areal calques ジンポー語 
‘flame’ ‘fire’ + ‘tongue’  wàn「火」+ šìŋlèt「舌」 
‘dental caries’ ‘tooth’ + ‘insect’  wa「歯」+ Ɂutuŋ「虫」 
‘thumbs’ ‘finger/hand’ + ‘mother/female’ (1) yùŋ「指」+ nû「母」> yùŋnù
(2) lə- (< PTB *lak「手」) + nû「母」 
 > lənu  
‘train’ ‘fire’ + ‘car’ wàn「火」+ lèŋ「輪」 
‘freckle/mole’ ‘fly’ + ‘shit’  cf. jìɁnù「蠅」+ dì「卵」 
‘meteor’ ‘star’ + ‘shit’ šəɡan「星」 + pyen「飛ぶ」 
‘epilepsy’ ‘pig’ + ‘crazy/illness’  mà.mu (<シャン語) 
‘knee’ ‘leg’ + ‘joint’ lə- (< PTB *lak) + phùt「跪く」 
‘tear’ ‘eye’ + ‘water’ myìɁ「目」+ pruy「?」 






も東南アジア大陸部諸語においてしばしば見られる表現であるとされる (Matisoff 2003)。 
  
 
表 3：ジンポー語に見られる ‘areal collocations’ の例 
意味 ジンポー語 意味 ジンポー語 
食べる šàt「飯」+ šá「食べる」 生きる sàk「命」+ khruŋ「生きる」 
歩く lam「道」+ khom「歩く」 空腹だ kan「腹」+ kóɁsi「空腹だ」 
話す ɡà「言葉」+ šəɡa「話す」 喉が渇く khàɁ「水」+ ɡəràɁ「喉が乾く」
学ぶ làyka「本」+ šərín「学ぶ」 泳ぐ khàɁ「水」+ phùŋyòt「泳ぐ」 
 
東南アジア大陸部諸語では同様のパタンを示す文法化が系統を超えてしばしば観察され
ることも知られている (‘grammaticalization area’, Heine & Kuteva 2005)。次表のような文法化
は東南アジア大陸部諸語に広く見られる例とされる (Matisoff 1991a, 2004, Enfield 2001):  
 
表 4：ジンポー語に見られる ‘areal grammaticalization’ の例 
areal grammaticalization ジンポー語 
‘to get’ ---> ‘MANAGE TO, MUST, BE ABLE’ lù「得る」--->「できる」 
‘to give’ ---> ‘BENEFACTIVE, CAUSATIVE’ jòɁ「与える」---> ‘BENEFACTIVE, CAUSATIVE’ 
‘to stay, be at, dwell’ ---> ‘PROGRESSIVE’ ŋà「いる」---> ‘PROGRESSIVE’ 
‘to say’ ---> ‘COMPLEMENTIZER’ ŋú, ŋa「言う」---> ‘COMPLEMENTIZER’ 
‘to surpass, exeed’ ---> ‘MORE’ ɡraw「超える」---> ‘MORE’ 
‘MOTHER/CHILD’ ---> 
‘AUGMENTATIVE/DIMINUTIVE’ 
nû (or ɡənù)「母」(cf. làyka「文字」 + ɡənù >
「字母」, yùŋ「指」+ nû > yùŋnù 「親指」) 






ビルマ語借用語には rúŋ「事務所」(< yóuɴ), jòŋ「学校」(< cáuɴ), seŋ「店」 (< sáiɴ), bàt
「週」(< paɁ), jàk「機械」(< sɛɁ), myúɁ「町」(< myô) などが見られる。 
漢語借用語としては zèn「切る」(< jiǎn), zèndàw「鋏」(< jiǎndāo), khoyzè「割り箸」(< 





bənàw「魚醤」(< paa1law1) bəlúk「鰻」(< paa1luk4) 
cò「スプーン」(< tsɔ5) dùsàt「動物」(< sʰat4) 
ɡát「市場」(< kaat2) ɡòŋ「紡績機」(< koŋ4) 
joŋ「傘」(< tsɔŋ3) kók「瓶」(< kʰɔk4) 
khaw「田」(< kʰaw3) khyèpdin「靴」(< tin1) 
kho.khám「王」(< hɔ1kʰam4) mà.mu「癲癇」(< maa3mu1) 
məɡo「梨」(< maak2kɔ3) məkók「林檎」(< maak2kɔk2) 
məɁûn「ココヤシ」(< maak2Ɂun1) məlaŋ「ジャックフルーツ」(< maak2laaŋ4)
màkcòk「蜜柑」(< maak2tsɔk4) mákphyíkpòm「胡椒」(< maak2pʰit5pɔm3) 
màysàk「チーク」(< maj5sʰak4) múŋ「国」(< mɤŋ4) 
mo「鉱山」(< mɔ4) mo「壺」(< mɔ3) 
mùn「万」(< mɯn2) praŋtáy「兎」(< paaŋ1taaj4) 
phəjèt「タオル」(< pʰaa3tset5) phəro「ニンニク」(< pʰak4lo4) 
sèn「十万」(< sʰɛn1) sún「庭」(< sʰon1) 




 ジンポー語には 24 の子音音素と 6 つの母音音素がある。 
 
表 6：子音音素 
 両唇 歯茎 硬口蓋 軟口蓋 声門 
閉鎖音 p, ph, b t, th, d c[ʧ], j[ʤ] k, kh, ɡ Ɂ 
摩擦音  ts[s], s[sʰ], z š[ʃ]  h 
鼻音 m n  ŋ  
流音  l, r    
半母音 w  y   
 
表 7：母音音素 
 前舌 中舌 後舌 
狭 i  u 
中 e ə o 
広  a  
 
  
筆者のデータの中では、子音 /h/ は /kəhám/ [kəhám]「欠伸する」の一語にしか見られず、
極めて副次的な性格を有する。この語は方言によっては [kəkʰám] とも発音されるため、こ
の /h/ は /kh/ に由来することが分かる。母音音素には /i, e, a, o, u, ə/ がある。母音 /ə/ は閉音
節や単語末には現れず、副音節 (minor syllable) にのみ現れる点で特殊な母音である (後述)。 
 
3.2 声調 
音節声調を持ち、開音節において、高平調 (High-level)、中平調 (Mid-level)、低下降調 
(Low-falling)、高下降調 (High-falling) の 4 つの声調を持つ。ただし、閉鎖音末子音を持つ閉
音節においては、High と Low の 2 声調のみが対立する。本稿ではジンポー語の 4 つの声調
をそれぞれ /má/ [55], /ma/ [33], /mà/ [31], /mâ/ [51] と表す: yó「計画する」, yo「浮く」, yò




基本的には次の 2 つがある。1) 親族名称・間投詞・文末助詞  2) 低下降調から形態音韻論的
プロセスにより発生した場合。後者は特定の接頭辞が付加されることにより高下降調が出
現するという例である (例：tsòm「美しい」> Ɂə-tsôm 「よく、十分に」)。このように高下
降調は二次的に発生したため、この声調の割合は低い。とはいうものの、上記したとおり








C2 のスロットには /r, y/ が、C3 のスロットには /p, t, k, Ɂ, m, n, ŋ, w, y/ が入る。また、子





開音節 jà「金」, jé「裂く」, jí「小便する」, jó「染める」, jú「棘」 
ソノラント末子音 mam「稲」, man「表」, maŋ「死体」, maw「驚く」, may「よい」
閉鎖音末子音 jàp「辛い」, jàt「加える」, jàk「機械」, jàɁ 「硬い」 
成節鼻音 npúɁ [m̩.púɁ]「下」, nten [n ̩.ten]「唇」, nɡúp [ŋ.̩ɡúp]「口」 
  





 ジンポー語の語構造には次表の 4 タイプが存在するとされる (Matisoff 1999)。この言語で
は三音節語は極めてまれであり、筆者のデータ中では、三音節語の例は pəlâmláɁ「蝶」くら
いしか見られない。この例は共時的には単一の語であるにしても、通時的には分析可能で





   1) ‘monosyllabic words’ C(C)V(C) 
   2) ‘sesquisyllabic words’ Cə-C(C)V(C) 
   3) ‘prenasalized words’ N-C(C)V(C) 
   4) ‘disyllabic words’ CV(C)-C(C)V(C) 
 
3.4.1 ‘Monosyllabic words’ 
 一音節から成る語であり、動詞の中で最も多く、名詞中 35.6％もこのタイプである (後述)。 
 
表 10：ジンポー語における ‘monosyllabic words’ 
šá「食べる」 lùɁ「飲む」 sa「行く、来る」 yúp「寝る」 
myìɁ「目」 na「耳」 say「血」 wàɁ「豚」 
 
3.4.2 ‘Sesquisyllabic words’ 
副音節 (Cə) + 主音節の構造を持つ二音節語は ‘sesquisyllabic words’ と呼ばれる (Matisoff 
1973, 1999)。Matisoff (1999) はチベット・ビルマ語派諸言語を声調などのプロソディックな
特徴および語構造の観点から類型化し、ジンポー語が sesquisyllabic words を豊富に有するこ
とから、この言語を ‘sesquisyllabic tone language’ として分類している。 
 
3.4.2.1 副音節 
二音節語の大部分 (基礎語彙中約 74%) は副音節をその第一音節に持つ。ジンポー語の副
音節の特徴は次のように一般化することができる。副音節は 1) 母音が /ə/ である、2) 声調
を持たない、3) 強勢を持たない、4) 開音節である (cf. *kən, *pət) 、5) 単語末には現れない 
  
(cf. *kə#, *ɡumpə#)、6) 子音結合を持たない (cf. *krə, *pyə)。これらの特徴の多くは副音節を
持つ東南アジア大陸部諸語の副音節にも共通に見られる特徴であるとされる (Mazaudon 1977)。 
副音節の形式は限定的であり、頻度的にも大きな偏りが見られる。Hanson (1906) 収録の
副音節を持つ語彙 (3,024 語) を分析したところ、副音節の形式およびその頻度に関して次表
の結果が得られた (表中の数字は語彙数、*はその形式が存在しないことを示す)。 
表 11：副音節の形式およびその頻度 (Hanson 1906) 
 p- ph- b- t- th- d- c- š- j- k- kh- ɡ- 
-ə 53 24 17 4 8 55 95 383 97 23 85 588 
% 1.8 0.8 0.6 0.1 0.3 1.8 3.1 12.7 3.2 0.8 2.8 19.4 
 Ɂ- ts- s- z- h- m- n- ŋ- l- r- w- y- 
-ə 534 13 124 * * 511 * * 408 * * 2 
% 17.7 0.4 4.1   16.9   13.5   0.1 
 
 この表より、次の 2 点が言える。1) 副音節の形式は、頻度の高い順に ɡə, Ɂə, mə (511-588
語; 16.9-19.4%) > lə, šə (383-408 語; 12.7-13.5%) > sə, jə, cə, khə (85-124 語; 2.8-4.1%) > də, pə 
(55-53 語; 1.8%) > phə, kə, bə (17-24; 0.6-0.8%) > tsə, thə, tə, yə (2-13 語; 0.1-0.4%) である。2) 
*zə, *hə, *nə, *ŋə, *rə, *wə のような副音節は存在しない。 
 副音節は形式が限定的であるが、少なくとも共時的には固有の意味を持たない場合がほ
とんどである。例えば、次のような語の lə に共通の意味を見出すことは困難である: ləpran
「間」, lədî「鼻」, lədòɁ「時期」, ləyaŋ「原野」, ləbáw「歴史」, ləthàɁ「上部」, ləɡòn「暇
な」, ləjàŋ「準備する」. 
ただし、いくつかの例に関しては通時的な説明が可能である。例えば、手に関する語の
多くは lə という第一音節を持つ：lətáɁ「手」, ləphàn「掌」, ləyuŋ「指」, ləmyin「爪」, 
ləphàɁ「肩」, ləkhôn「腕輪」, lədón「手を伸ばす」等。この lə は通時的にはチベット・ビル





Matisoff (1989) は ‘prefixization of compound constituents’ と呼んでいる。同様の例を次表に挙げる。 
表 12：ジンポー語に見られる ‘prefixization of compound constituents’ 
例 起源 
šəday「臍」 šəbí「頬」 šəro「虎」 səɡû「羊」 < PTB *sya「肉, 動物」 




ジンポー語は本来的な sesquisyllabic words を豊富に有するのみならず、一音節語や二音節
語も派生や弱化によって sesquisyllabic words へと移行する現象が観察される。前者の例とし





表 13：無意味接頭辞 Ɂə- 
cen「半分」 >   Ɂə-cen ɡà「語」    >   Ɂə-ɡà ɡá「地」     >   Ɂə-ɡá 
jà「金」     >   Ɂə-jà kòp「貝」   >   Ɂə-kòp tèn「時」    >   Ɂə-tèn 
kyú「利益」 >   Ɂə-kyú làp「葉」   >   Ɂə-làp la「男」      >   Ɂə-la 
mú「仕事」 >   Ɂə-mú mun「髪」  >   Ɂə-mun maŋ「死体」 >   Ɂə-maŋ 
myìɁ「目」  >   Ɂə-myìɁ myiŋ「名」  >   Ɂə-myiŋ myú「種類」 >   Ɂə-myú 
nàm「森」  >   Ɂə-nàm này「ヤム」 >   Ɂə-này num「女」   >   Ɂə-num 
núɁ「脳」   >   Ɂə-núɁ pràt「時期」 >   Ɂə-pràt phìɁ「皮」   >   Ɂə-phìɁ 
rì「糸」     >   Ɂə-rì rì「槍」     >   Ɂə-rì rù「根」     >   Ɂə-rù 
ráy「物」   >   Ɂə-ráy sày「血」   >   Ɂə-sày šàn「肉」    >   Ɂə-šàn 
šàt「米」    >   Ɂə-šàt sàk「年齢」 >   Ɂə-sàk sáw「油」    >   Ɂə-sáw 
tàw「壺」   >   Ɂə-tàw tsàm「力」  >   Ɂə-tsàm tsì「薬」     >   Ɂə-tsì 
tsiŋ「草」   >   Ɂə-tsiŋ tsíp「巣」   >   Ɂə-tsíp wa「歯」     >   Ɂə-wa 
wàn「火」   >   Ɂə-wàn wan「皿」   >   Ɂə-wan  
 
後者の例としては、本来 ‘full’ な第一音節を持つ二音節語が第一音節の弱化によって 
sesquisyllabic words へ移行する現象が挙げられる。この変化は通時的にも共時的にも観察さ
れる。通時的変化の例は先述したが、*lak「手」+ khon「嵌める」---> ləkhon「腕輪」のよ
うな例である。この種の例では共時的には sesquisyllabic words のみが観察されることになる。 
一方、この弱化プロセスは共時的にも観察される。例えば、ɡìnsúp ~ ɡəsúp「遊ぶ」 , 
šìŋɡrùp ~ šəɡrùp「囲む」, mìwà ~ məwà「漢族」, wùloy ~ wəloy「水牛」のような例である。
後者の発音は早い発話においてしばしば観察される形式である。この種の例では、二音節
語と sesquisyllabic words が共時的に併存している状態にある。これらの二音節語も最終的に
は完全な sesquisyllabic words へと移行する可能性がある。この弱化プロセスが一音節 + 一音
節の複合語に生じた場合、前部要素の本来の意味は極めて不明瞭になる。これは共時態に
見られる ‘prefixization of compound constituents’ の例といえよう。例えば、sùtdèk ~ sədèk「箱」
  
(cf. sùt「富」, dèk「箱」), ɡùpcóp ~ ɡəcóp「帽子」(cf. ɡùp「被る」, cóp「被る」), lùydùy sì ~ 
lədùy sì「蜜柑」(cf. lùy「多汁の」, dùy「甘い」, sì「実」) などの例が観察される。 
上記の交替は多くの話者に観察される例であるが、ある種の例は一部の話者にのみ見ら
れる。これには次の 2 通りのパタンがある。1) 大部分の話者は弱化形のみを用いるが一部
の話者は非弱化形と弱化形の両方を用いる。例えば、「カメレオン」を表す語に関して、
大部分の話者は sənyên という形式のみを用いるが、一部の話者 (特に、高年齢層) は šíŋnyên 
という形式をも用いる。同様の例として sìnlí と səlí「遺産」, sìnlu と səlu「水蒸気」, 
sùmmyít と səmyít「針」, ɡìnlen と ɡəlen「手渡す」のような例がある。2) 大部分の話者が非
弱化形を用いるが、一部の話者は弱化形をも用いる。例えば、「居間」を表す語に関して、




 以上、一音節語および二音節語の sesquisyllabic words への移行を見たが、さらに、この言
語では ‘full’ な第一音節を持つ二音節語が sesquisyllabic words として借用語されるという例
も観察される。このとき、借用元の語が複合語である場合、その借用元複合語の語構成は
不明瞭になるといえる。例えば、次表のような例がある。表の例ではシャン語 class term の 
paa1「魚」や maak2「実」がジンポー語において二音節語の一部になっている例が見られる。
この種の語は、ジンポー語において、ジンポー語の class term をさらに伴って用いられるこ
ともある (例：ŋá「魚」+ bəlúk「鰻」>「鰻」)。 
 
表 14：借用語の ‘sesquisyllabization’ 
ビルマ語形式 ジンポー語形式 
sʰé+leiɁ    「煙草」(lit. 煙草+巻く) səlík 
  
シャン語形式 ジンポー語形式 
paa1+luk4   「鰻」(lit. 魚+穴) bəlúk 
paa1+law1   「魚醤」(lit. 魚+？) bənàw 
maak2+Ɂun1 「ココナツ」(lit. 実+ココナツ) məɁûn 
maak2+kɔ3  「梨」(lit. 実+？) məɡo 
maak2+kɔk2 「林檎」(lit. 実+？) məkók 
maak2+laaŋ4 「ジャックフルーツ」(lit. 実+？) məlaŋ 
pʰaa3+tset5  「タオル」(lit. 布+拭く) phəjèt 




3.4.3 ‘Prenasalized words’ 
 第一音節に成節鼻音を持つ二音節語を ‘prenasalized words’ と呼ぶ。 
 
表 15：ジンポー語における ‘prenasalized words’ 






る。成節鼻音は 1) 二音節語の第一音節にのみ出現する  2) 単語末には現れない  3) しばしば
非強勢で発音される  4) 声調を持たない、などの点で先述の副音節と類似性を見せる。さら
に、次表のように ‘full’ な第一音節を持つ二音節語が弱化して prenasalized words になること
があるが、この点でも副音節と類似している。副音節の表 (表 11) を見ると *nə, *ŋə のよう
な形式が欠けており、成節鼻音はこの穴を埋めるため、成節鼻音は音韻論的には nə または 
ŋə のような副音節として解釈することができる可能性があるといえる。 
 
表 16：‘Prenasalized words’ への弱化 
nìŋmày  >  nmày「尾」 nìŋsén  >  nsén「声」 nìŋɡùn   >  nɡùn「力」
nìŋthu   >  nthu「刀」 nìŋnan  >  nnan「新しい」 númphû >  nphû「埃」
 
3.4.4 ‘Disyllabic words’ 
 本稿では副音節または成節鼻音ではない ‘full’ な第一音節を持つ二音節語を ‘disyllabic 
words’ と呼ぶ。この種の語の大部分は第一音節の形式が限定的である点で特徴的である。 
 
表 17：ジンポー語における ‘disyllabic words’ 
ɡùm ɡùmɡay「老婆」 ɡùmphrò「銀」 ɡùmrà「馬」 ɡùmsà「封建」 
 ɡùmlàw「抗する」 ɡùmlót「跳ねる」 ɡùmphòn「纏める」 ɡùmróŋ「誇る」
ɡìn ɡìnrà「場所」 ɡìnthóŋ「暑季」 ɡìnwaŋ「地区」 ɡìnday「茎」 
 ɡìnlút「陥没する」 ɡìnkháɁ「区別する」 ɡìnsá「老いた」 ɡìnsúp「遊ぶ」 
šiŋ šìŋma「背中」 šìŋlét「舌」 šìŋɡàn「外」 šíŋná「棒」 
 šìŋjòŋ「競う」 šìŋtót「跳ぶ」 šìŋɡrúp「囲む」 šìŋɡà「遮る」 
sum sumpi「笛」 sumri「ロープ」 sùmla「図」 sùmdu「金槌」 







*ɡay), ɡùmphrò「銀」(cf. phrò「白い」) のような例は第二音節に意味が認められる。ただし、
この種の例も通常、話者には分析できない単一の語として認識されている。 
ジンポー語の disyllabic words の大部分は上述の第一音節を持つ語が占めている。この種
の第一音節を持たない disyllabic words は少数である。本稿では、仮にこの種の第一音節を 
‘general preformative’ と呼ぶ。 
 general preformative は、先述の副音節と同様、その形式が限定的であり、また、頻度にも




表 18：ジンポー語における ‘general preformative’ (Hanson 1906) 
 -m -n -ŋ
 -i- -u- -i- -u- -i- -u- 
p- * * pin- (2) * * puŋ- (2)
ph- * * * * * phuŋ- (3)
b- * * * * * buŋ- (32)
t- * * * * tiŋ- (24) * 
th- * * * * thiŋ- (69) * 
d- * dum- (40) * * diŋ- (136) * 
k- * kum- (31)  kin- (20) * * kuŋ- (13)
kh- * khum- (2) khin- (39) * khiŋ- (3) khuŋ- (9)
ɡ- * ɡum- (98) ɡin- (70) * ɡiŋ- (8) ɡuŋ- (22)
c- * * * * ciŋ- (44) * 
j- * * * * jiŋ- (21) * 
š- * * * * šiŋ- (119) * 
ts- * * tsin- (9) * * * 
s- * sum- (82) sin- (19) * siŋ- (34) * 
z- * zum- (1) zin- (2) zun- (2) ziŋ- (10) * 
m- * * min- (1) * * * 
n- * num- (65) * * niŋ- (64) * 
w- * * * wun- (39) * * 
 
  
これらの形式は次のように一般化することが許される。general preformative の大部分は 1) 
閉音節である、2) 鼻音末子音を持つ、3) 狭母音を持つ、4) 子音結合を持たない。さらに、
5) 末子音 -m を持つ音節の主母音は u である、6) 末子音 -n を持つ音節の主母音は i である、
7) 末子音 -ŋ を持つ音節の主母音は頭子音が歯茎音であるとき i であり、それ以外では u で
ある (表の形式のうち網掛けの形式は以上の一般化に反する形式である。反例は wun- を除
いて語彙数が少ないといえる)。また、表では声調を示していないが general preformative の
多くは 8) 低下降調を持つ。なお、表を見れば分かるように、子音 Ɂ, h, ŋ, l, r, y を頭子音に
持つ general preformative は存在しないといえる。 
次表に general preformative を持つ語の他の例も掲げておく。 
表 19：‘general preformative’ を持つ語 
dùm dùmsu「牛」 dùmsa「霊能者」 dùmsí「瓶の口」 dùmbrì「散らばる」
nùm nùmríɁ「露」 nùmɡo「屋根」 nùmthèt「指示する」 nùmjùt「突く」
khin khìnɡàw「岸」 khínrû「田螺」 khíntûm「抱く」 khyìndiŋ「妨げる」
sìn sìnphróɁ「東」 sìnnáɁ「西」 sìn.yú「ワイヤー」 sìnlí「遺産」 
dìŋ dìŋduŋ「北」 dìŋdàɁ「南」 dìŋkhu「世帯」 dìŋla「老人」 





Monosyllabic words:  C(C)V(C)  Prenasalized words:  N-C(C)V(C) 
 CV bá「疲れた」   NCV nɡu「米」 
 CVC bàn「休む」   NCVC nbuŋ「風」 
 CCV brá「広がる」   NCCV npyê「鞄」 
 CCVC bràŋ「長男」   NCCVC nkruŋ「刀尖」 
     
Sesquisyllabic words:  Cə-C(C)V(C)  Disyllabic words:  CV(C)-C(C)V(C) 
 CəCV ləpu「蛇」   CVCCV ɡùmrà「馬」 
 CəCVC ləpay「左手」   CVCCVC ɡùmɡay「老婆」 
 CəCCV ləkhrá「右手」   CVCCCV (少) ɡùmphrò「銀」 
 CəCCVC ləpran「間」   CVCCCVC (少) šìŋɡrùp「囲む」 
 
 以上の 4 タイプの語構造の基礎語彙全体に占める割合を割り出すための予備的調査とし




 1 音節語 2 音節語 
 Monosyllabic Prenasalized Disyllabic Sesquisyllabic 
語彙数 (割合) 345 語 (50.7%) 336 語 (49.3%) 31 語 (4.6%) 57 語 (8.4%) 248 語 (36.4%)
2 音節語に占める割合 — 9.2% 17.0% 73.8% 
非 sesqui. 対 sesqui. 433 語 (63.6%) 248 語 (36.4%)
名詞 (名詞中の割合) 118 語 (35.6%) 30 語 (9.1%) 48 語 (14.5%) 135 語 (40.8%)
動詞 (動詞中の割合) 227 語 (64.9%)  1 語 (0.3%)  9 語  (2.6%) 113 語 (32.3%)
 
4 語類 
 本稿では、語類を次の 3 つの基準を用いて認定する: a) 単独で文を形成することができる、
b) 否定辞を付加することができる、c) 動詞の項になりうる：名詞 [+a, −b, +c]；動詞 [−a, +b, 
±c]；副詞 [+a, −b, −c]；助詞 [−a, −b, −c]。このうち助詞は相互に異なる特徴を持つものを
含んでおり、8 つのサブタイプに分類される：類別詞、名詞助詞、格標識、TAM 標識、助動













 近称 中称 遠称 
中 nday「この、これ」 day「その、それ」 wó (or wórà)「あの、あれ」 
高   thó (or thórà)「(上の) あの、あれ」 
低   lé (or lérà)「(下の) あの、あれ」 
 




詞と名詞の順序 (Dryer 2008) 
一話者による別のテキストでは主要部名詞に後続する例も多数見られた)。指示詞の位置に
よる意味的差異は不明である。なお、口語では指示詞が主要部名詞を取り囲む形で 2 つ現
れる例も見られる: nday mà nday「この子供」. この種の例はおそらく [nday mà] nday または 

















数詞は 10 進法を用いる。 
 
表 23：数詞 
0 — 10 ši 20 khun 
1 ləŋây 11 ši+ləŋây 21 khun+ləŋây 
2 ləkhôŋ 12 ši+ləkhôŋ 22 khun+ləkhôŋ 
3 məsum 13 ši+məsum 23 khun+məsum 
4 məli 14 ši+məli 24 khun+məli 
5 məŋa 15 ši+məŋa 25 khun+məŋa 
6 krúɁ 16 ši+krúɁ 26 khun+krúɁ 
7 sənìt 17 ši+sənìt 27 khun+sənìt 
8 mətsát 18 ši+mətsát 28 khun+mətsát 
9 jəkhù 19 ši+jəkhù 29 khun+jəkhù 
 
10 以上の数はそれぞれを組み合わせて作られるが、「30」は sùm+ši のように第一音節が
脱落する (*məsum+ši)。また「20」は khun という特殊な形式を用いる (*ləkhôŋ+ši)。これは
  







‘50’ məŋa+ši *ši+məŋa 「何十」 ɡədè+ši *ši+ɡədè 
‘500’ məŋa+tsa *tsa+məŋa 「何百」 ɡədè+tsa *tsa+ɡədè 
‘5,000’ *məŋa+khiŋ khiŋ+məŋa 「何千」 *ɡədè+khiŋ khiŋ+ɡədè  
‘50,000’ *məŋa+mùn mùn+məŋa 「何万」 *ɡədè+mùn mùn+ɡədè 
‘500,000’ *məŋa+sèn sèn+məŋa 「何十万」 *ɡədè+sèn sèn+ɡədè 
‘5,000,000’ *məŋa+wàn wàn+məŋa 「何百万」 *ɡədè+wàn wàn+ɡədè 
 ~ *məŋa+ši+sèn ~ sèn+məŋa+ši 「何百万」 ~ *ɡədè+ši+sèn ~ sèn+ɡədè+ši
 
 チベット・ビルマ語派の観点から見るとジンポー語の数詞 ləŋây「1」と ləkhôŋ「2」はこ
の言語にのみ見られ、これらの数詞はこの言語における二次的発展であることが分かる。
本来の形式 (mi「1」, ni「2」) は一部の複合語にのみ残存している: bàt+mi「一週」, ni+ní
「二日」, ni+phót「二朝」, ni+náɁ「二夜」, ni+niŋ「二年」.この mi「1」という形式は他に




 (1)  ɡənù=thèɁ  ɡəwà   yán 
   母=COM   父     二人 
   「母と父二人」 
 (2)  ɡənù  yán   ɡəwà 
   母    二人  父 
   「母と父二人」 
 
5.3 類別詞 






 (3)  məšà  məray+məsum 
   人    CLF+3 
   「三人の人」 
 (4)  məšà  məsum 
   人    3 






 (5)  məray+məsum 
   CLF+3 
   「三人の人」 
 (6)  məray  nday 
   CLF    この 




を取らない 2) numeral-measure words の順を取る。したがって、本稿ではこれらの形式は類別
詞ではなく複合語の要素であると考える (cf. šəniŋ「年」, kəlàŋ「一回」)。 
 テキストには (7) のような例が見られ、この例では表面上、類別詞と数詞が副助詞により
分断されている。このような例の構造をどのように分析できるかは現時点では不明である。 
 
 (7)  jùm  joy=mùŋ   sùmši  šá=na 
   塩   CLF=も    30     食べる=FUT 




本テキストのみである。この例は [məray+məsum]+məšà という複合語ではないかと思われる。 
 
 (8)  məray  məsum   məšà 
    CLF    3        人 




名詞句中の PLスロットには =ni のみが入る: la=ni「男たち」. 複数を表す形式には他にも 
=the があるが、この形式は PLスロットには現れず NOMINAL PARTICLE のスロットに現れるた
め、これは名詞助詞であると考えられる (以下の表を参照。表中の語彙: mà「子供」, məray
「～人」, məsum「3」, yòŋ「全て」)。なお、=ni および =the の意味的差異は現時点では不
明である。 
表 25：複数標識の分布 
 =ni =the 
「三人の子供たち」 mà=ni məray+məsum *mà=the məray+məsum 
「三人の子供たち」 *mà məray+məsum=ni mà məray+məsum=the 
「三人の子供たち」 mà=ni məsum *mà=the məsum 
「三人の子供たち」 *mà məsum=ni mà məsum=the 
「全ての子供たち」 mà=ni yòŋ *mà=the yòŋ 
「全ての子供たち」 *mà yòŋ=ni mà yòŋ=the 
 
5.5 名詞助詞 
 名詞助詞 (NOMINAL PARTICLE) は名詞句の末尾に現れる助詞である。次のような形式があ
る：=dərám (or rám)「くらい」, =šəɡù「それぞれ」, =phràɁ「ずつ」, =ján「余り」, =the ‘PL’。 
 
5.6 ‘Adjectival verbs’ 
 ‘adjectival verbs’ (Vadj) とは名詞を後ろから修飾する能力を持つ動詞である。ジンポー語に
おける基本的な名詞修飾の方法は関係節標識 (=TAM標識) =Ɂay を用いて名詞を前から修飾す
る方法である。ところが、いくつかの動詞は統語的に自由に名詞を後置修飾する能力を持
つ (例 9, 10 および表 26 を参照)。 
本稿ではこの能力を持つ動詞を ‘adjectival verbs’ と呼ぶ。adjectival verbs は 12 語しかなく、





 (9)  ɡəbà=Ɂay     šəkûm 
   大きい=TAM  壁 
   「大きい壁」 
 (10)  šəkûm   ɡəbà 
   壁      大きい 
   「大きい壁」 
  
表 26：状態動詞による名詞修飾 
 後置修飾 前置修飾 意味 
ɡəbà 「大きい」 šəkûm  ɡəbà ɡəbà=Ɂay  šəkûm 「大きな壁」 
nnan 「新しい」 šəkûm  nnan nnan=Ɂay  šəkûm 「新しい壁」 
ɡəjà  「よい」 šəkûm  ɡəjà ɡəjà=Ɂay  šəkûm 「よい壁」 
caŋ  「黒い」 šəkûm  caŋ caŋ=Ɂay  šəkûm 「黒い壁」 
jàɁ   「硬い」 *šəkûm  jàɁ jàɁ=Ɂay  šəkûm 「硬い壁」 
thàt  「厚い」 *šəkûm  thàt thàt=Ɂay  šəkûm 「厚い壁」 
tsò   「高い」 *šəkûm  tsò tsò=Ɂay  šəkûm 「高い壁」 
li    「重い」 *šəkûm  li li=Ɂay  šəkûm 「重い壁」 
šáy   「違う」 *šəkûm  šáy šáy=Ɂay  šəkûm 「違う壁」 
 









のような例は複合語であると考えられる (cf. *mùk+dùy   lit. 菓子+甘い). 
 
5.7 人称代名詞 
 人称代名詞は単数/双数/複数と 1/2/3 人称の対立を成す。 
 
表 28：人称代名詞 
 SG DU PL 
1st ŋay Ɂán Ɂánthe
2nd naŋ nán nánthe






 (11)  {ŋay/naŋ/ši}   {la/num}  rê 
   1SG/2SG/3SG   男/女     COP 
   「私/あなた/彼彼女は男/女です」 
 (12)  Ɂánthe  naŋ=phéɁ  yu=Ɂay 
   1PL     2SG=ACC   見る=TAM 
   「私たちはあなたを見た」 
 (13)  Ɂánthe  ràw     sa=ɡàɁ 
   1PL     一緒に  行く=HORT 
   「私たちは一緒に行きましょう」 
 
5.8 疑問詞 
 疑問詞には次のような形式がある: pha「何」, ɡəday「誰」, ɡərà「どの」, ɡədè「いくつ」. 
ɡərà「どの」は格標識を伴って、様々な意味を表すことができる：ɡərà=kóɁ「どこに」, 




 場所名詞は場所的概念を表す名詞であり、閉じたクラスを成す：ntsa「上」, npúɁ「下」, 




a) GEN/REL＿, b) ＿ni ‘PL’, c) CLF＿, d) ＿Vadj, e) ＿CLF+NUM, f) DEM＿, ɡ) ±RDP:  
 
表 29：名詞サブクラスの特徴 
 a) b) c) d) e) f) ɡ) 
普通名詞. yes yes no yes yes yes no/yes 
指示詞. no yes yes no yes no no 
人称代名詞. no no/yes no no yes no no 
疑問詞. no yes no no no no yes 
数詞. no no yes no no no yes 







形式 必須項を標示 必須でない項を標示 現れるレベル グロス 
ɁàɁ  所有者 句, 節 GEN 
ná  所有者, 起点 句, 節 GEN 
phéɁ 被動者, 受領者 経路 節 ACC 
thèɁ  道具, 材料, 随伴者, 様態, 原因, 列挙物 節, 句 COM 
kóɁ  場所, 着点 節 LOC 
thàɁ  場所, 比較の基準 節 LOC 
Ɂè  場所, 着点 節 LOC 
dèɁ  方向, 着点, 場所 節 ALL 
kóɁnná  起点 節, 句 ABL 
dùhkrà  着点 節 LMT 
 
必須項を標示する格標識は =phéɁ ‘ACC’ のひとつのみである。必須項のうち、S/A は格標
示されず、O は =phéɁ で標示されうる。したがって、必須項の格標示パタンは主格・対格
型である。A と O が同一の意味範疇に属する名詞句である場合、A と O に曖昧性が生じる。
このときに O 側に付加される格助詞が =phéɁ である (14, 15, 16, 17)。したがって、どの名詞
句が A でどの名詞句が O かが明らかである場合は、=phéɁ が通常省略される (18)。 
 
 (14)  ŋay  ši=phéɁ    ɡəyèt=Ɂay 
   1SG  3SG=ACC   殴る=TAM 
   「私は彼を殴った」 
 (15)  ši    ŋay=phéɁ  ɡəyèt=Ɂay 
   3SG  1SG=ACC   殴る=TAM 
   「彼は私を殴った」 
 (16)  ɡùy  ləɁnyaw=phéɁ  ɡəwá=Ɂay 
   犬   猫=ACC        噛む=TAM 
   「犬が猫を噛んだ」 
 (17)  ləɁnyaw  ɡùy=phéɁ  ɡəwá=Ɂay 
   猫       犬=ACC    噛む=TAM 
   「猫が犬を噛んだ」 
 (18)  ŋay  šàt  šá=Ɂay 
   1SG  飯  食べる=TAM 





 動詞複合 (Verbal Complex, VC) の内部構造は以下のように示すことができる。 
 




 本稿では否定辞 n- を付加することができる語をすべて動詞であると見なす (negatability): 
n-šá「食べない」, n-ɡəbà「大きくない」, *n-məšà (cf. məšà「人」).  
ジンポー語には反義語を持たない語がいくつか存在し、否定辞はこのような反義語の欠
如を埋める役割も果たしている: n-ɡəja「悪い」(cf. ɡəja「よい」) 、n-lóɁ「少ない」(cf. lóɁ
「多い」) 、n-ràɁ「嫌う」(cf. ràɁ「好む」). 
動詞の引用形式 (citation form) には TAM標識のうち最も無標である =Ɂay ‘ATELIC’ が付加さ
れる。動詞は開いたクラスを成し、借用語も比較的自由に動詞として取り入れられる: 
sèt=Ɂay「電話する」(< ビルマ語 sʰɛɁ), zèn=Ɂay「切る」(< 漢語 jiǎn), khájá=Ɂay「教える」 




る (動詞連続, serial verbs)。動詞連続の特徴は次の二点にまとめられる。a) 動詞連続には統
語的要素が介在しない  b) 主語は動詞間で共有されなければならない。 
a) については、例えば、khàɁ「水」+ phùŋyòt「泳ぐ」のようなイディオム的表現が動詞
連続の V2 として用いられた場合、khàɁ「水」は V1 と V2 の間には現れえず、V1 の前に置か
れなければならない: khàɁ sa phùŋyòt「行って泳いだ」 (cf. sa「行く」, *sa khàɁ phùŋyòt)。 
b) については、例えば、東南アジア大陸部の SVO 語順を持つ言語にしばしば見られるよ
うな、V1の主語がV2の目的語になるような動詞連続 (switch-function SVCs) は認められない: 
*ɡàp si「撃ち殺す」(lit. 撃つ-死ぬ). この種の意味を表す動詞連続を形成する場合、ɡàp sàt  
(lit. 撃つ-殺す) のようにV2を他動詞にして主語を統一するか、もしくは、継起を表す nná 
‘SEQ’ を用いて ɡàp nná si のように複文の形にして表す必要がある。 
動詞連続は並列される動詞間に次のような様々な意味関係が現れる。 
1) ‘SEQUENTIAL’ 継起的な事象を表す。他動詞、動作自動詞、状態自動詞をそれぞれ A, Sa, 
So と表すと、このタイプの動詞連続にありうる組み合わせは Sa+Sa, Sa+A, A+Sa, A+A, 






表 31：SEQUENTIAL タイプの動詞連続に可能な組み合わせ 
 e.g. gross 
Sa+Sa šàŋ yúp「入って寝る」 (lit. 入る-寝る) 
Sa+A sa šá「行って食べる」 (lit. 行く-食べる) 
A+Sa ɡəšún phròŋ「奪って逃げる」 (lit. 奪う-逃げる) 
A+A ɡəlo dùt「作って売る」 (lit. 作る-売る) 
So+So thèn khràt「壊れて落ちる」 (lit. 壊れる-落ちる) 
 
2) ‘DESCRIPTIVE’ このタイプの動詞連続では V1 が V2 を副詞のように修飾する。この種の
V1 には意味変化が起きたものも観察される。 
 
表 32：DESCRIPTIVE タイプの動詞連続の例 
意味変化 e.g. gross 
 ɡəthè šəɡa「ささやいて話す」 (lit. ささやく-話す) 
 ləɁnyàn khom「ゆっくり歩く」 (lit. ゆっくりだ-歩く) 
 ləwàn tsun「速く言う」 (lit. 速い-言う) 
 mərón šəɡá「叫んで呼ぶ」 (lit. 叫ぶ-呼ぶ) 
 šəkòn tsun「ほめて言う」 (lit. ほめる-言う) 
盗む     > こっそり ləɡú yúp「こっそり寝る」 (lit. 盗む-寝る) 
協力する > 一緒に jóm khom「一緒に歩く」 (lit. 協力する-歩く) 
繋げる   > 続けて mətút ɡəlo 「続けて行う」 (lit. 繋げる-行う) 
加える   > 加えて ɡəthàp tsun「加えて言う」 (lit. 加える-言う) 
 
3) ‘PURPOSE’ 目的の意味関係を表す。このタイプのV2は移動動詞 sa「行く、来る」のみで
ある。 
 
 (19)  šá        sa=Ɂay 
   食べる   行く=TAM 
   「食べに行った」 
 (20)  ka     sa=Ɂay 
   踊る   行く=TAM 
   「踊りに行った」 
 




表 33：COMPLEMENTATION タイプの動詞連続の例 
 e.g. gross 
V2が他動詞 šədu ɡərum「料理するのを手伝う」 (lit. 料理する-手伝う) 
 ka šərín「書くのを教える」 (lit. 書く-教える) 
 ɡəlo šəkùt「作るのを頑張る」 (lit. 作る-頑張る) 
 šá ràɁ「食べるのを好む」 (lit. 食べる-好む) 
 yu šəróŋ「見るのを好む」 (lit. 見る-好む) 
   
V2が自動詞 lətáɁ yàk「選ぶのが難しい」 (lit. 選ぶ-難しい) 
 tsúɁ lòy「腐りやすい」 (lit. 腐る-簡単だ) 
 khom ləɁnyàn「歩くのが遅い」 (lit. 歩く-遅い) 
 dùt ɡəja「売り上げがよい」 (lit. 売る-良い) 
 kháy lóɁ「植えることが多い」 (lit. 植える-少ない) 
 thí ləɡòn「読むのが退屈だ」 (lit. 読む-退屈だ) 
 




‘versatile verbs’と呼ぶ (Matisoff 1969, 1991a, Bisang 2006)1。 






 (21)  məjàp    ce    šá=Ɂay 
   唐辛子   ce    食べる=TAM 
   「唐辛子を食べることができる」 
 (22)  məjàp    šá        ce=Ɂay 
   唐辛子   食べる   ce=TAM 
   「唐辛子を食べる習慣がある」 
 
versatile verbs は抽象的な意味を持ち、一見すると助動詞であるかのように見える。しか
                                                     







 (23)  məjàp    n-ce     šá=Ɂay 
   唐辛子   NEG-ce    食べる=TAM 
   「唐辛子を食べることができない」 
 (24)  məjàp    šá        n-ce=Ɂay 
   唐辛子   食べる   NEG-ce=TAM 
   「唐辛子を食べる習慣がない」 
 
 次表に versatile verbs とその例をまとめて掲げておく (例中の šá は「食べる」という意味
を表す動詞である。 
 
表 34：ジンポー語における ‘versatile verbs’ 
形式 本来の意味 派生的意味 否定 前置用法 後置用法 
ce 知る できる  ce šá šá ce n- n-ce šá *ce n-šá šá n-ce n-šá ce 
lù 得る できる  lù šá šá lù n- n-lù šá *lù n-šá šá n-lù n-šá lù 
may よい できる  may šá šá may n- n-may šá *may n-šá šá n-may n-šá may 
daŋ 勝つ できる  daŋ šá šá daŋ n- n-daŋ šá *daŋ n-šá šá n-daŋ n-šá daŋ 
kam 意志がある つもりだ  kam šá šá kam n- n-kam šá *kam n-šá šá n-kam n-šá kam 
ɡúy 勇気がある 勇気がある  ɡúy šá šá ɡúy  n- n-ɡúy šá *ɡúy n-šá šá n-ɡúy n-šá ɡúy 
màɁ なくなる 全て  màɁ šá šá màɁ n- n-màɁ šá *màɁ n-šá šá n-màɁ n-šá màɁ 
 
本動詞と versatile verbs から成る動詞連続における否定辞の付加位置に関しては、論理的
に4つの可能性があるが、上表を見れば判明する通り、versatile verbs－否定辞－本動詞とい








 (25)  šàt   sa      may    šá=Ɂay 
   飯   行く   may    食べる=TAM 







‘VOICE’ ‘ASPECTUAL’ ‘MODALITY’ ‘EXTENTIVE’ 
=ya ‘BEN’ =ŋà「ている」 =na ‘FUT’ =káw「徹底的に」 
=šəŋún ‘CAUS’ =ši「まだ」 =sám「ようだ」 =láɁ「とても」 
=lóm ‘APPLICATIVE’ =màt「てしまう」 =ɡiŋ「すべきだ」 =dìk「最も」 









 TAM 標識は動詞複合の末尾に現れる。すべての動詞複合は TAM 標識を持つ。ただし、例
外が 3 つある。1) 新聞の見出し・タイトルでは TAM 標識が現れない (テキストの例 1)  2) 助
動詞 =na ‘FUT’ の後部には TAM 標識が現れないことがある (以下で述べる)  3) コピュラ動詞 




‘ATELIC/TELIC’ の二項対立を成す。=Ɂay は最も無標な TAM 標識であり、動詞の引用形 
(citation form) には =Ɂay が付加される。一方、=say は開始点であれ終結点であれ、事態・
状況が新局面に変化したこと・変化しつつあることを今のこととして述べる場合に用いら
  
れる: kóɁsi=say「もう空腹だ」, šá=say「もう食べ終わった」, wà=say=yô「もう帰るよ」, 
yúp=say=yô「もう寝るよ」(cf. yô ‘よ’)。その他の事象はすべて =Ɂay によって表される。 
典型的に、=Ɂay は状態動詞に付加される場合は現在または過去、動作動詞に付加される
場合は過去の事態を表す: ɡəja=Ɂay「元気だ」, khyeŋ=Ɂay「赤い」, khom=Ɂay「歩いた」, 
ɡəyèt=Ɂay「殴った」.  
なお、現在の動作は助動詞 =ŋà ‘CONT’、未来の動作・状態は助動詞 =na ‘FUT’ を用いて表
す: šá=ŋà=Ɂay「食べている」, šá=na「行くつもりだ」. いまの例のように助動詞 =na ‘FUT’ を
取る動詞には例外的に TAM 標識が現れないことが多い。このため =na ‘FUT’ も TAM標識の一
種と見なせる可能性がある。しかし、=na は TAM 標識ではない。なぜならば、=na の後に
TAM標識が現れうるからである: wà=na=say「もう帰ります」(cf. wà「帰る」). 
ムードは DECLARATIVE/IMPERATIVE/HORTATIVE/OPTATIVE/INTERROGATIVE/EXCLAMATIVE の 6 項
対立を成す (表 36 を参照)。平叙文、疑問文、感嘆文には主語の人称制限が見られないが、
その他の動詞文には主語の人称制限が見られる。すなわち、命令文の主語は 2 人称、勧誘










TAM 標識 代表的な形式 e.g. 
DECL =Ɂay šá=Ɂay「食べた」 
IMP =ɁùɁ šá=ɁùɁ「食べろ」 
HORT =ɡàɁ šá=ɡàɁ「食べよう」 
OPT =ɁùɁɡàɁ pyo=ɁùɁɡàɁ「楽しくあれ」 
INT =nnî šá=nnî「食べますか？」 









副助詞 (focal particles) には =ɡò ‘TOP’, =šà「だけ」, =cú「だけ」, =mùŋ「も」, =má「も」, 
=pi「さえ」などが認められる。副助詞は名詞句、動詞、副詞、節の後に置かれる。名詞句
に付加される場合、副助詞は必ず格標識の後に置かれなければならない (テキストの例 10). 
 
8.2 文末助詞 
文末助詞 (sentence-final particles, SFP) には yô「よ、ね」, lo「よ、ね」, dàɁ「そうだ」, ŋa





複数個続けて用いられ、最大で 3 つ連続して現れることがある。 
 
 (26)  ɡərà=ko ́Ɂ    ŋà=Ɂay=ráy 
   どこ=LOC   いる=TAM=SFP.Q 
   「どこにいますか」 
 (27)  ɡərà=ko ́Ɂ    ŋà=Ɂay=ráy=kún=Ɂi 
   どこ=LOC   いる=TAM=SFP.Q=SFP.Q=SFP.Q 
   「どこにいますか」 
 
8.3 コピュラ 
コピュラは rê, ré, ráy の 3 種が認められる。3 種のうち最も一般的なコピュラは rê である。
コピュラは否定辞 n- を付加することができるため、語類としては動詞である: mà rê「子供
である」, mà n-rê「子供ではない」(cf. mà「子供」). コピュラとその前に現れる名詞句の間
には副詞を介在させることができるため、コピュラの前の名詞句は独立性を有しており、
この名詞句はコピュラ補語 (copula complement) であると考えられる: mà nóɁ rê「まだ子供で
す」(cf. nóɁ「まだ」). 以上より、コピュラ節はコピュラ主語とコピュラ補語という必須項を
2 つ取る節であるといえる。上例の通り、例外的にコピュラ rê の後には TAM 標識が現れな
い。また、rê は助動詞を取ることもできない。rê を含む動詞複合は rê のみから成るといえ
る。コピュラが TAM 標識や助動詞を取る場合にはコピュラ  ráy が用いられる: mà 









 副詞節は接続助詞 (subordinators) を付加して構成される。接続助詞には二種ある。1) 動詞
に付くタイプ  2) 動詞複合に付くタイプ。動詞に直接的に付加される接続助詞には =yàŋ「な
らば」, =jaŋ「とき」, =nná ‘SEQ’, =khrà「まで」, mətu ‘PURP’, tíɁmùŋ (or tîm)「だが」などが
ある: šá=yàŋ「食べるならば」. 一方、動詞複合に付加される接続助詞には =məjò「ので」, 
=šəlóy「とき」などがある: šá=Ɂay=məjò「食べたので」. また、後者のタイプの接続助詞に




 名詞節 (29 から 35) および関係節 (36, 38, 39) は平叙文そのままの形と同形である。 
 
 (28)  ši    šàt   šá=Ɂay 
   3SG  飯   食べる=TAM 
   「彼はご飯を食べた」 
 (29)  ši    šàt   šá=Ɂay       mù=Ɂay 
   3SG  飯   食べる=TAM  見る=TAM 
   「彼がご飯を食べるのを見た」 
 (30)  ši    šàt   šá=Ɂay       n-ce=Ɂay 
   3SG  飯   食べる=TAM  NEG-知る=TAM 
   「彼がご飯を食べたのを知らない」 
 (31)  ši    šàt   šá=Ɂay=kóɁ 
   3SG  飯   食べる=TAM=LOC 
   「彼がご飯を食べた場所で」 
 (32)  ši    šàt   šá=Ɂay=dèɁ 
   3SG  飯   食べる=TAM=ALL 
   「彼がご飯を食べたところへ」 
 (33)  šàt   šá=Ɂay=ni 
   飯   食べる=TAM=PL 
   「ご飯を食べた人たち」 
 (34)  day    [šàt  šá=Ɂay=ni] 
   この   飯   食べる=TAM=PL 
   「この[ご飯を食べた人たち]」 
 (35)  ši    šàt   šá=Ɂay       rê 
   3SG  飯   食べる=TAM  COP 
   「彼はご飯を食べたのだ」 
  
 (36)  ši    šàt   šá=Ɂay       lam 
   3SG  飯   食べる=TAM  こと 
   「彼がご飯を食べたこと」 
 (37)  Ɂəphù  šàt  šá=Ɂay 
   兄     飯  食べる=TAM 
   「兄はご飯を食べた」 
 (38)  Ɂəphù  šá=Ɂay       šàt 
   兄     食べる=TAM  飯 
   「兄が食べたご飯」 
 (39)  šàt  šá=Ɂay       Ɂəphù 
   飯  食べる=TAM  兄 









 引用節は引用標識を動詞複合に付加して形成される。引用標識には ŋú および ŋa のふた
つがあるが、このふたつの使い分けは現時点では不明である。これらの引用標識は動詞 ŋú
「言う、と言う」および ŋa「言う、と言う」より発展した形式であるが、引用標識を動詞
と見なさない理由は、引用標識に否定辞 n- を付加することができないためである。 
 
 (40)  šá=na        ŋú=Ɂay 
   食べる=FUT  言う=TAM 
   「食べると言った」 
 (41)  šá=na=ŋú    n-šədùɁ=Ɂay 
   食べる=FUT  NEG-思う=TAM 
   「食べると思わなかった」 
  
10 テキスト 
 以下のテキストは 2011 年 2 月から 3 月にかけて筆者がミャンマー連邦共和国北部カチン
州ミッチーナー市に滞在した際に収集した約 30 本の民話テキストのうちのひとつである。




 (1)  "Kahpu kanau masum myit hkrum yang, panglai nawng htawk dang" 
  ɡəphù+ɡənaw          məsum  myìt  khrúm=yàŋ  paŋlay+nóŋ   thòk     daŋ 
  elder.bro+younger.bro   three    mind  meet=if      sea+lake      remove  can 
   「兄弟三人協力すれば海のような湖も動かせる」 
 
 (2)  Jinghpaw maumwi grai law ai kaw na "kahpu kanau masum myit hkrum yang panglai 
nawng htawk dang" ngu ai maumwi hpe, moi na ji woi ni, nu wa ni ma grai dan leng ai 
hku hkai tsun ma ai. 
   jìŋphòɁ+màwmùy  ɡrày  lóɁ=Ɂay=kóɁná   ɡəphù+ɡənaw         məsum   
   jinghpaw+story    very  many=TAM=ABL  elder.bro+younger.bro   three  
   myìt   khrúm=yàŋ  paŋlay+nóŋ   thòk     daŋ  ŋú=Ɂay    màwmùy=phéɁ 
   mind  meet=if      sea+lake      remove  can  say=TAM   story=ACC 
   mòy=ná      ji+woy=ni            nû+wâ=ni=má   
   long.ago=GEN  grandpa+grandma=PL   mother+father=PL=also 
   ɡrày   dànléŋ=Ɂay=khu    tsun=màɁɁay. 
   very   open=TAM=like     say=TAM.PL 
   ジンポーの民話がとても多い中から「兄弟三人協力すれば海のような湖も動かせ
る」という民話を昔の祖父母たち両親たちも広く語っていた。 
 
 (3)  "Kahpu kanau masum myit hkrum yang panglai nawng htawk dang" da. 
  ɡəphù+ɡənaw         məsum  myìt  khrúm=yàŋ  paŋlay+nóŋ   thòk     daŋ =dàɁ. 
  elder.bro+younger.bro  three    mind  meet=if      sea+lake      remove  can=HS 
   「兄弟三人協力すれば海のような湖も動かせる」だそうだ。 
 
 (4)  Moi kalang mi na aten hta, mare kaba langai mi a makau kaw grai kaba ai hka nawng 
langai mi nga ai da. 
  mòy      kəlàŋ mi=ná   Ɂətèn=thàɁ  məre  ɡəba ̀  ləŋây mi=ɁàɁ  məkaw=kóɁ  
  long.ago  once =GEN     time=LOC   city   big    one=GEN      beside=LOC 
  ɡrày  ɡəbà=Ɂay  khàɁ+nóŋ   ləŋây mi  ŋà=Ɂay=dàɁ. 
  very  big=TAM   water+lake  one      be=TAM=HS 
  昔あるとき、ある大きな町のそばにとても大きな湖がひとつあったそうだ。 
  
 (5)  Dai nawng gaw panglai daram kaba ai da. 
  day  nóŋ=ɡò    paŋlay=dərám   ɡəbà=Ɂay=dàɁ. 
  that  lake=TOP   sea=about       big=TAM=HS 
  その湖は海ぐらい大きかったそうだ。 
 
 (6)  Dai nawng kata kaw e, grai n hkru ai  baren, grai n kaja ai lapu baren langai mi rawng 
ai da. 
  day  nóŋ+ɡətà=kóɁ=Ɂè      ɡrày   n-khrúɁ=Ɂay     bərèn 
  that  lake+inside=LOC=LOC   very   NEG-good=TAM  dragon 
  ɡrày   n-ɡəja=Ɂay      ləpu+bərèn     ləŋây mi  roŋ=Ɂay=dàɁ. 
  very   NEG-good=TAM  snake+dragon   one      be.in=TAM=HS 
  その湖の中には、とても悪い龍、とても悪い龍が一匹いたそうだ。 
 
 (7)  Shaloi e, dai makau hkan na dumsu yam nga ni jahkring hkring gang sha ai da. 
  šəlóy=Ɂè    day  məkaw=khán=ná   dùmsu+yam+ŋa=ni  
  then=LOC   that  beside=near=GEN   cow+enslave+cattle=PL 
  jəkhrìŋ-khrìŋ  ɡaŋ  šá=Ɂay=dàɁ. 
  often         drag  eat=TAM=HS 
  そのとき、その近くの家畜をしばしば湖の中に引き込んでは食べたそうだ。 
 
 (8)  Dai baren wa gang nna dai nawng kaba de garawt mat wa wa re ai da. 
   day  bərèn+wa    ɡaŋ=nná   day  nóŋ  ɡəbà=dèɁ  
  that  dragon+man  drag=SEQ  that  lake  big=ALL 
  ɡəròt=màt=wà-wà       ré=Ɂay=dàɁ. 
  drag=COMPL=MOVE-RDP  COP=TAM=HS 
  その龍は引きずり込んでその大きな湖へ引きずり込んでばかりいたそうだ。 
 
 (9)  Karawt sha ai. 
  ɡəròt  šá=Ɂay. 
  drag   eat=TAM 
  引きずり込んで食べた。 
 
 (10)  Kalang lang masha hpe pyi karawt sha ai da. 
  kəlàŋ-làŋ    məšà=phéɁ=pi     ɡəròt  šá=Ɂay=dàɁ. 
  sometimes   people=ACC=even  drag   eat=TAM=HS 
  ときどき人をさえ引きずり込んで食べたそうだ。 
 
  
 (11)  Dai shaloi gaw dai hkan na masha ni gaw grai hkrit ma ai da. 
   day  šəlóy=ɡò  day  khán=ná      məšà=ni=ɡò    ɡrày   khrìt=màɁɁay=dàɁ. 
  that  then=TOP  that  vicinity=GEN  people=PL=TOP  very   fear=TAM.PL=HS 
  そのときはその近くの人々はとても恐れたそうだ。 
 
 (12)  Dai majaw shanhte mare hpe kahtawng hpe htawt kau na myit ma ai da. 
  day  məjò     šánthe  məre=phéɁ  ɡəthòŋ=phéɁ  thòt=káw=na  
  that  because   3PL    city=ACC    village=ACC   move=THOROUGHLY=FUT 
  myìt=màɁɁay=dàɁ. 
  think=TAM.PL=HS 
  そこで彼らは村を移住してしまおうと考えたそうだ。 
 
 (13)  Rai timung, dai kahtawng hpe htawt kau yang, mana maka sutgan ginlut nna htawt na 
shara mung n nga ai da. 
  Ráy  tíɁmùŋ  day  ɡəthòŋ=phéɁ   thòt=káw=yàŋ          mənà-məkà  
  COP  but     that  village=ACC   move=THOROUGHLY=if  very 
  sùt+ɡan        ɡìnlút=nná   thòt=ná     šərà=mùŋ   n-ŋà=Ɂay=dàɁ. 




 (14)  Re majaw, mare masha ni grai myit ru ma ai da. 
  rê   məjò     məre+məšà=ni  ɡrày   myìt  rúɁ=màɁɁay=dàɁ. 
  COP because   city+people=PL  very   mind  be.distressed=TAM.PL=HS 
  そのため村人たちはたいそう苦しんだそうだ。 
 
 (15)  Baren mung hkrit ra, htawt shara mung n lu rai grai myit ru ma ai da. 
  bərèn=mùŋ   khrìt=rà    thòt+šəra=mùŋ   n-lù=ráy 
  dragon=also  fear=OBRG  move+place=also  NEG-get=COP  
  ɡrày  myìt  rúɁ=màɁɁay=dàɁ. 
  very  mind  be.distressed=TAM.PL=HS 
  龍も恐れなければならず、移住する場所もなくてたいそう苦しんだそうだ。 
 
 (16)  Dai shaloi dai kahtawng kaw grai share ai kahpu kanau marai masum nga ai da. 
  day  šəlóy  day  ɡəthòŋ=kóɁ  ɡrày  šəre=Ɂay  
  that  then   that  village=LOC  very  brave=TAM   
  ɡəphù+ɡənaw          məray+məsum   ŋà=Ɂay=dàɁ. 
  elder.bro+younger bro   CLF+three       be=TAM.PL=HS 
  そのときその村にたいそう勇敢な 3 人の兄弟が住んでいたそうだ。 
  
 (17)  Ndai marai masum hte gaw ndai nawng hpe e htawt kabai kau na, nawng hpe hka 
htum hkra shagawt kabai kau na nga nna nawng makau de sa wa ma ai da. 
  nday   məray+məsum=the =ɡò   nday  nóŋ=phéɁ   Ɂè    
  this    CLF+three=PL=TOP        this   lake=ACC   INTJ   
  thòt     ɡəbày=káw=na               nóŋ=phéɁ   khàɁ   thùm=khrà 
  remove  throw.away=THOROUGHLY=FUT  lake=ACC   water   be.lost=till 
  šəɡót     ɡəbày=káw=na               ŋa=nná   nóŋ+məkaw=dèɁ 
  scoop.up  throw.away=THOROUGHLY=FUT  say= SEQ  lake+beside=ACC 
  sa=wà=màɁɁay=dàɁ. 
  come=MOVE=TAM.PL=HS 
  この 3 人はこの湖をね、取り去ってしまおう、湖を水がなくなるまで掬ってしま
おうと言って湖のそばにやってきたそうだ。 
 
 (18)  Nawng makau de sa wa ai shaloi gaw, kahpu yan gaw hka gawt nga ai da. 
  nóŋ+məkaw=dèɁ   sa=wà=Ɂay =šəlóy=ɡò        ɡəphù     yán=ɡò  
  lake+beside=ACC   come=MOVE=TAM=when=TOP  elder.bro   two.people=TOP 
  khàɁ   ɡòt=ŋà=Ɂay=dàɁ. 
  water  remove=CONT=TAM=HS 
  湖のそばへ来たとき、兄ふたりは水を取り除いていたそうだ。 
 
 (19)  Hka htawk nga ai. 
  khàɁ   thòk=ŋà=Ɂay. 
  water  remove=CONT=TAM 
  水を取り除いていた。 
 
 (20)  Kanau wa gaw nawng makau kaw lu sha sha shadu nga ai da. 
  ɡənaw+wa=ɡò          nóŋ+məkaw=kóɁ   lùɁ+šá=šà   
  younger.bro+man=TOP   lake+beside=LOC    drink+eat=only 
  šədu=ŋà=Ɂay=dàɁ. 
  cook=CONT=TAM=HS 
  弟は湖のそばで食べ物をだけ料理していたそうだ。 
 
 (21)  Lu sha na shadu nga ai da. 
  lùɁ+šá=na     šədu=ŋà=Ɂay=dàɁ. 
  drink+eat=FUT  cook=CONT=TAM=HS 
  飲み食いするために料理していたそうだ。 
 
  
 (22)  Dai shaloi e, kanau wa gaw kahpu yan hpe san ai da. 
  day  šəlóy=Ɂè   ɡənaw+wa=ɡò         ɡəphù    yán=phéɁ        sán=Ɂay=dàɁ. 
  that  then=LOC  younger.bro+man=TOP  elder.bro  two.people=ACC   ask=TAM=HS 
  そのとき弟は兄ふたりに尋ねたそうだ。 
 
 (23)  "Dai ni anhte sha na matu n-gu kade shadu na i?", ngu kanau wa san ai da. 
  dàyní  Ɂánthe  šá=na=mətu    nɡu   ɡədè      šədu=na=Ɂi=ŋú  
  today  1PL    eat=FUT=PURP  rice   how.much  cook=FUT=SFP.Q=QUOT 
  ɡənaw+wa        sán=Ɂay=dàɁ. 
  younger.bro+man   ask=TAM=HS 
  「今日私たちが食べるために米をどれくらい炊きますか」と弟は尋ねたそうだ。 
 
 (24)  Shaloi kahpu yan gaw, "anhte n-gun grai dat ra ai re majaw n-gu dang sumshi shadu 
u", ngu ai da. 
  šəlóy  ɡəphù    yán=ɡò   Ɂánthe   nɡùn   ɡrày   dàt=rà=Ɂay        rê məjò  
  then   elder.bro  two=TOP  1PL     power  very   release=OBRG=TAM  COP=because 
  nɡu  dàŋ +sùmši   šədu=ɁùɁ   ŋú=Ɂay=dàɁ. 




 (25)  "Aw, rai sai. Dai rai yang gaw, shat mai hta gaw jum kade bang na i?" 
  Ɂò   ráy=say.   day  ráy=yàŋ=ɡò   šàt+may=thàɁ=ɡò  
  INTJ  COP=TAM.  that  COP=if=TOP   food+good=LOC=TOP    
  jùm  ɡədè       bàŋ=na= Ɂi. 
  salt   how.much   put.in=FUT=SFP.Q 
  「ああ、分かりました。それでは料理には塩をどれくらい入れますか？」 
 
 (26)  "Joi sumshi bang u", bai ngu ai da. 
   joy+sùmši  bàŋ=ɁùɁ    báy   ŋú=Ɂay=dàɁ. 
  CLF+thirty   put.in=IMP  again  say=TAM=HS 
  「30 秤入れなさい」また言ったそうだ。 
 
 (27)  Shaloi, "dai rai yang majap gaw kade bang na i?", bai ngu ai da. 
  šəlóy  day  ráy=yàŋ   məjàp=ɡò  ɡədè      bàŋ=na=Ɂi       báy   ŋú=Ɂay=dàɁ. 
  then   that  COP=if     chili=TOP  how.much  put.in=FUT=SFP.Q  again  say=TAM=HS 
  そのとき「それなら唐辛子はどれくらい入れますか？」また言ったそうだ。 
  
 (28)  "Majap joi shi bang u", ngu ai da. 
  məjàp=mùŋ  joy+sùmši  bàŋ=ɁùɁ    ŋú=Ɂay=dàɁ. 
  chili=also    CLF+thirty   put.in=IMP  say=TAM=HS 
  「唐辛子も 30 秤入れなさい」と言ったそうだ。 
 
 (29)  Dai ga hpe na jang le hka kata na baren wa gaw, "Aga! marai masum masha n-gu 
dang sumshi sha na nga. 
  day ɡà=phéɁ    na=jaŋ     lé          khàɁ+ɡətà=ná     bərèn+wa=ɡò 
  that word=ACC  hear=when  down.there  water+inside=GEN  dragon+man=TOP 
  Ɂəɡâ   məray+məsum+məšà   nɡu  dàŋ +sùmši  šá=na=ŋa. 
  INTJ   CLF+three+people      rice  CLF+thirty   eat=FUT=HS 
  その言葉を聞いたとき水の中の龍は「うわこの 3 人は米を 30 笊食べるだって！ 
 
 (30)  Jum joi mung sumshi sha na nga nna, majap joi mung sumshi sha na nga. 
  jùm  joy=mùŋ   sùmši  šá=na   ŋa=nná   məjàp  joy=mùŋ   sùmši  šá=na=ŋa. 
  salt   CLF=also   thirty   eat=FUT  say=SEQ  chili    CLF=also   thirty   eat=FUT=SFP 
  塩も 30 秤食べると言って唐辛子も 30 秤食べるだって！ 
 
 (31)  Rai yang gaw, ndai ni gaw hkrit ram ai masha ni re. 
  ráy=yàŋ=ɡò   nday=ni=ɡò   khrìt  ram=Ɂay      məšà=ni   rê. 
  COP=if=TOP    this=PL=TOP   fear   enough=TAM  people=PL  COP 
  それならばこの人たちは恐れるに足る人たちだ。 
 
 (32)  Ya hka htawk tawn sai. 
  yáɁ   khàɁ   thòk=tòn=say. 
  now  water  remove=RESL=TAM  
  いま水を取り除き始めた。 
 
 (33)  Loi hkring ndai hka hkyet hkra htawk na masha ni re. 
  lòy   khrìŋ   nday  khàɁ  khyèt=khrà  thòk=na      məšà=ni   rê. 
  few  while   this   water  dry=till      remove=FUT   people=PL  COP 
  しばらくすればこの水が乾くまで水を取り去ってしまう人たちだ。 
 
 (34)  Ndai ram ram lu sha sha ai ni gaw hkrit ra sai nga nna baren wa hprawng mat ai da. 
  nday  ram-ram     lùɁ+šá     šá=Ɂay=ni=ɡò     khrìt=rà=say    ŋa nná 
  this   enough-RDP  drink+eat  eat=TAM=PL=TOP   fear=OBRG=TAM   say=SEQ 
   bərèn+wa     phròŋ=màt=Ɂay=dàɁ. 
  dragon+man   run.away= COMPL=TAM=HS 
 これほど食べ物を食べる人たちは恐れるべき」と言って龍は逃げてしまったそうだ。 
  
 (35)  Baren wa hprawng mat ai shaloi gaw hka gaw shi chyu chyu hkyet mat wa ai da. 
  bərèn+wa     phròŋ=màt=Ɂay=šəlóy=ɡò   
  dragon+man   run.away=COMPL=TAM=when=TOP 
   khàɁ=ɡò    ši=cú-cú   khyèt=màt=wà=Ɂay=dàɁ. 
  water=TOP   by itself    dry=COMPL=MOVE=TAM=HS 
  龍が逃げてしまったとき水はひとりでに乾いてしまったそうだ。 
 
 (36)  Hkyet mat wa nna dai kahtawng kaw e zungri zingrat ai baren wa dai nawng kaw nna 
hprawng sai. 
  khyèt=màt=wà=nná    day  ɡəthòŋ=kóɁ=Ɂè   zìŋrì+zìŋrát=Ɂay    bərèn+wa     
  dry=COMPL=MOVE=SEQ  that  village=LOC=LOC  trouble+COUP=TAM  dragon+man 
   day  nóŋ=kóɁná   phròŋ=say. 
  that  lake=ABL    run.away =TAM 
  乾いてしまってその村で人々を苦しめていた龍はその湖から逃げた。 
 
 (37)  Dai hka mung baren hprawng ai hte maren hka ma hkyet mat sai da. 
  day  khàɁ=mùŋ   bərèn    phròŋ=Ɂay=thèɁ      mərên 
  that  watern=also  dragon   run.away=TAM=COM   similar 
   khàɁ=má    khyèt=màt=say=dàɁ. 
  water=also  dry=COMPL=TAM=HS 
  その水も龍が逃げるやいなや水も乾いてしまったそうだ。 
 
 (38)  Dai majaw dai kahtawng gaw grai ngwi pyaw ai hku nga ai da. 
  Day  məjò     day ɡəthòŋ=ɡò    ɡrày   ŋùy+pyo=Ɂay=khu     ŋà=Ɂay=dàɁ. 
  that  because   that  village=TOP very   calm+happy=TAM=like  be=TAM=HS 
  そのためにその村はとても穏やかでいたそうだ。 
 
 (39)  Ndai maumwi hpe la-kap nna "kahpu kanau masum myit hkrum yang panglai nawng 
htawk dang" ngu ai maumwi rai nga ai law. 
  nday  màwmùy=phéɁ  lá+káp=nná       ɡəphù+ɡənaw         məsum 
  this   story=ACC       take+adhere=SEQ   elder.bro+younger.bro  three 
  myìt   khrúm=yàŋ  paŋlay+nóŋ   thòk     daŋ 
  mind  meet=if      sea+lake       remove  can 
    ŋú=Ɂay   màwmùy   ráy=ŋà=Ɂay=lo. 





ABL    ablative           COUP   coupulet          PL     plural 
ACC    accusative         GEN    genitive           PURP   purpose 
ALL    allative           FUT    future            Q      question 
AUX    auxiliary          HS     hearsay           QUOT   quotative 
CLF    classifier          IMP    imperative        RDP    reduplication 
COM    comitative        INTJ    interjection        SEP     sentence-final particle 
COMPL  complete          LOC    locative           SEQ    sequential 
CONT   continuous        NEG    negative          TAM    tense-aspect-mood 
COP    copula            OBRG   obrigatory         TOP    topic 
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語 (“official working language”) からなる垂直的多言語使用が認められる (仲尾 2011a)。 
                                                     
1 2011 年 7 月に南スーダン共和国は (旧) スーダン共和国より分離、独立している。これを受け 2011 年度
以降のオーストラリア国勢調査では南スーダン共和国と (現) スーダン共和国出身の移民人口は別々に
計上される予定である。本稿では旧南部スーダン暫定自治政府統治地域 (南部 10 州) および現南スー
ダン共和国を包括する名称として｢南部スーダン｣を用いる (地理的にほぼ一致している)。ただし、
Hajek & Musgrave (2010) がメルボルンで話される｢スーダン人の言語｣として、(現) スーダン共和国南部 
(南コルドファンや南ダルフール) に分布する諸言語を記録しているように、オーストラリア統計局資
料で従来｢スーダン人｣とされていた人々には、僅かながら (現) スーダン共和国出身者が含まれる。 
 公用作業語に関しては、独立前の南部スーダン中間期憲法 (Interim Constitution, 2005–
2011) では英語およびアラビア語とされていたが、独立後の南スーダン移行期憲法 
(Transitional Constitution, 2011–) では英語のみに変更されている。教育政策は現憲法に明記
されていないが、現憲法制定に前後して、標準アラビア語を排し、諸民族語による初等教
育や英語による中高等教育が行われることが政府により決定された。 
 南部スーダンは 1948 年以降、図 1 のようにエクアトリア地域・バハル＝エル＝ガザル地
域・上ナイル地域に大別される。南部スーダンの人口は、2008 年のスーダン共和国国勢調
査では、約 826 万人とされている。 
 民族語の話者人口に関しては、バハル＝
エル＝ガザル地域東部および上ナイル地域
の北部などで話されるディンカ語  (Dinka, 
Western Nilotic) が約 135 万人で最大であり、
上ナイル地域南部などで話されるヌエル語 
(Nuer, Western Nilotic) が約 74 万人、エクア
トリア地域でジュバを中心に話されるバリ
語 (Bari, Eastern Nilotic) が約 42 万人でこれに
次ぐ (Lewis 2009)。リンガフランカとして話
されるアラビア語変種については 3.1 で述べる。         図 1 南部スーダンの三地域 
 
2.2 在豪南部スーダン人のデモグラフィと言語 
 オーストラリア統計局 (Australian Bureau of Statictics) による国勢調査では在豪南部スー
ダン人の人口は 2001–2006 年間に急激に拡大し、2006 年時点で 19050 人に上った。2006 年
の国勢調査では、ビクトリア州 (図 2: VIC) およびニューサウスウェールズ州 (図 2: NSW) に
それぞれ約 6000 人が居住しており、その合計は在豪南部スーダン人の約 60％強を占める。
年齢の中央値は 24.6 歳、男女比は約 6 : 5 とされる  (DIAC n.d.)。 
 在豪南部スーダン人は主要都市の郊外に集住する傾向が見られる。メルボルン近郊では
①グレーター・ダンデノン市 (Greater Dandenong)、②ブリンバンク市 (Brimbank)、③マリビ
ノン市 (Maribyrnong) の順に人口が多い (MRCWR 2006)。そのうち、特に図 2 に示したフッ
ツクレイ (Footscray)、ノーブルパーク (Noble Park)、ダンデノン (Dandenong) に在豪南部
スーダン人が経営する商店や、ディンカ語・ヌエル語やアラビア語変種で説教を行う教会
が存在し、このコミュニティの文化や経済の中心としての役割を果たしている。さらに、
セイント･アルバンズ (St. Albans)、サンシャイン (Sunshine) などにも在豪南部スーダン人は
多く居住している 2。 
 
                                                     
2 メルボルン西部郊外には在豪エチオピア・エリトリア・ソマリ人も集住しており (Borland & Mphande 
2006)、筆者の調査時点で、在豪南部スーダン人は彼らとともにアフリカ人街を形成していた。なお、
西部郊外・南東部郊外における最大の移民はベトナム出身者である (VMC 2007)。 
 Borland & Mphande (2006) は AMEP (成人移民英語プログラム, cf. 2.3) 利用者の申告に基づ
く第一言語に関するデータを用い、｢ディンカ語｣話者の約 70% が西部郊外に居住している
のに対し、｢ヌエル語｣話者の約 70% が南東部郊外に、“Sudanese” (いずれの言語を指してい
るか不明) 話者に関しては約 70% が南東部郊外に居住していると推定している 3。実際、西
部郊外はディンカ語話者が多数を占め、南東部郊外にはヌエル語話者やエクアトリア地域
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                   ③ 
 




図 2 在豪南部スーダン人の集住地区 
 
 在豪南部スーダン人によって話されている民族語の言語数に関しては、Hatoss & Sheely 
(2009) は 8 言語、Borland & Mphande (2006) は 15 言語、Hajek & Musgrave (2010) は 40 言語
を挙げており、それぞれに重複した言語を除けば計 47 言語が確認されている 5。 
 Borland & Mphande (2006) は主要な通訳・翻訳サービス機関にリクエストされた言語と回
数をもとにビクトリア州における各言語話者数を推定している。その結果、在豪南部スー
ダン人の話す民族語に関しては｢ディンカ語｣3500 人が最多で、｢ヌエル語｣700 人がそれに次
ぐ。アラビア語変種に関しては Borland & Mphande (2006) は “Arabic”, “Sudanese Arabic”, 
“Juba Arabic” の 3 種を認め、話者人口に “Sudanese Arabic” には 2400 人、“Juba Arabic” には




語 6 と同列に扱われ、(やや強引に) 相互排他的な話者数が推測されている。この一次データ
と分析では、垂直的多言語使用 (cf. 2.1)の実態が反映されていないという問題も指摘できる。 
                                                     
3 以下、オーストラリアの GO・NGO 出版物において使用されている言語名に ｢｣ または “ ” を付す。 
4 この傾向は 2004 年には既に見られた (Coffey 2004)。 
5 (現) スーダン共和国南部 (南ダルフール州・南コルドファン州) で話される 11 言語を含む。 
6 ただし、南部スーダン都市部やスーダンのハルツームにはクレオール化した話者も多いことはこれま
でに多数報告がある (仲尾 2011a)。なお、民族語維持はオーストラリアでも問題化している (cf. 2.3.1)。 
2.3 在豪南部スーダン人向け言語教育・言語サービス 
 現在、オーストラリア政府は｢アクセスと平等｣の理念 (松田 2005) に則り、新来の移民に
対し、① 成人移民英語プログラム (Adult Migrant English Program; AMEP)、② 翻訳・通訳
サービス (Translating and Interpreting Service; TIS)、③ 主要な移民言語による公共多言語放送 
(Special Broadcasting Services; SBS)、④ 二世以降の移民の言語維持を目的とした、コミュニ








ある上、公用作業語 (標準アラビア語や英語) 教育の不足、民族語の識字教育 (さらに一部の





(English as a Second Language; ESL)｣や民族語の識字教育、二世以降に対してのコミュニティ
民族語教育などに分けられる。ESL に関してはオーストラリア政府によって行われている
先述の AMEP、および NGO による活動が主要なものとして挙げられる 7。 
 特に一世などを対象にした民族語の識字教育は、近年開始されている。ディンカ語に関
しては、英語教育に先行した識字教育 (DEEWR 2009) や、ディンカ語協会やウェブサイト 
(Agamlöŋ Online) 立ち上げ支援などが行われている (Bianco et al. 2009)。 
 特に二世以降を対象にしたコミュニティ言語教育は、近年｢バリ語｣・｢ディンカ語｣・｢ヌ
エル語｣・｢マディ語｣については行われている (CLA 2007)。Hatoss & Sheely (2009) は、在豪
南部スーダン人の若年層では、英語や｢アラビア語｣、｢スワヒリ語｣が使用領域を拡大して
おり、民族語の維持がやや問題であることを指摘しているなど、在豪南部スーダン人の言




                                                     
7 在豪南部スーダン人に対する AMEP の現状や問題点については Dumenden (2007) 参照。主要な NGO 活
動としては、大都市を中心に活動している SAIL Programなどがある。 
8 ただし、上記の SAIL Program では、所属する支援者向けに “Juba Arabic” 教室が開かれていたようであ
る (SAIL Program 2005) が、これは在豪南部スーダン人に対する教育ではない。 
図 3： ビクトリア通訳カード (上) 
      国家 TIS のカード (下) 
2.3.2 翻訳・通訳サービス (TIS) 
 オーストラリア政府移民市民権省 (DIAC) が実施している翻訳・通訳サービス (TIS) は｢国
家 TIS (TIS National)｣と呼ばれている。主に翻訳・通訳国家資格 (NAATI; National Accre-
ditation Authority for Translators and Interpreters) 取得者が、政府との契約に則り、利用者の申
請に基づいて電話や対面による通訳、および文書の翻訳などの業務を行うシステムである。
現在 171 言語によるサービスが提供されており、在豪南部スーダン人向けには 10 以上の民
族語、およびアラビア語 2 変種 “Juba” と “Sudanese Arabic” が用意されているようである 9。 
 在豪南部スーダン人の話す言語への NAATI 取得
者の養成に関しては、ロイヤル･メルボルン工科大学 
(RMIT) 大学がその役を任ぜられており、ビクトリア
多文化委員会 (VMC) からの奨学金により、2010 年
までに “Dinka”, “Nuer”, “Sudanese Arabic” の通訳とし
てコースを修めた NAATI 取得者が輩出している。
このうち “Sudanese Arabic” に関しては、NAATI で 1
言語として認可されていないため、名目上は標準ア
ラビア語の資格となっている (Lai & Mulayim 2011)。 
 ビクトリア州政府は、独自の TIS として、ビクト












                                                     
9 国家 TIS の申請フォーム (URL: www.immi.gov.au/living-in-australia/help-with-english/help_with_translating/ 
booking.htm 最終閲覧 2011.12.30) で選択可能な 171 の言語名のうち、在豪南部スーダン人の話す民族
語と考えうるものには、“Acholi”, “Bari”, “Dinka”, “Fur”, “Kakwa”, “Kuku”, “Luo”(?), “Luwa”(?), “Madi”, 
“Moru”, “Mundari”(?), “Nuer”, “Nyangwara”, “Pojulu”, “Zande” がある (ただし、“Fur” はスーダン共和国
ダルフールで話されるフール語を指すと考えられる)。管見の限り “Juba” と “Sudanese Arabic” が峻別
されている例はオーストラリアの全言語サービスにおいてこの申請フォームのみである。 
10 ただし、アメリカ合衆国やカナダなどの難民ホスト国のほか、南部スーダンにおいてもラジオ局やテ
レビ局、国連開発計画 (UNDP) などの国連関連機関の活動 (URL: intra.sd.undp.org/bids/doc/449.pdf 最終




ランカとして話されるジュバ・アラビア語 (Juba Arabic; JA, アラビア語系ピジンクレオール) 
が最もよく知られている。この言語の共時的な語彙供給言語は、スーダン共和国における
口語レベルでの威信言語である、スーダン・アラビア語 (Sudanese Colloquial Arabic; SCA, ま
たはハルツーム・アラビア語 Khartoum Arabic) であると考えられる。また、南部スーダンで
は 2011 年の独立までは標準アラビア語 (Modern Standard Arabic; MSA) も公用作業語として




ダン人による言説では、一回的なジャーゴンとして、地名を冠した名称 (e.g. Wau Arabic, 





 仲尾 (2011b) ではハルツーム在住経験をもつ南部スーダン人の話すアラビア語変種 ｢KJA｣  
(およびオーストラリア等の出版物に現れる文語的な JA) を、JA を基層話体、SCA を上層話
体とした後クレオール連続体における｢中層話体｣として位置づけた。 
 ただしこの段階では、この｢中層話体｣が南部スーダンの北部地域の｢中間的なアラビア





豪の経緯がやや異なる二人の話者 EG 氏と MT 氏の自然談話から得られた例文を分析したの
ち、二人の話す変種が単一の変種 (｢中層話体的ジュバ･アラビア語｣ Mesolectal Juba Arabic; 
MJA) をなすことを認め、このデータから推測される MJA の歴史について述べる。また、
在豪南部スーダン人の民族語とアラビア語変種の相関についてのデータを提示する。 
 なお、音韻的分析は本稿の主目的ではないため、以下では便宜的に次のように音声を簡
易転写する。単母音は i, ii, e, ee, a, aa, o, oo, u, uu (文字の連続は長母音を表す)、単子音は  ’ 
[ʔ], b, t, th [θ], j [ɟ], kh [χ], ḥ [ħ], d, dh [ð], r, z, s, sh [ʃ], ṣ [s̴], ḍ [d̴], ṭ [t̴], ẓ [z ̴], ‘ [ʕ], gh [ʁ], f, g, k, l, 





イチ地域 (Twic, アビエイ地域に隣接) 出身の若年層男性である。彼は言語形成期をハルツー
ムで過ごした後、カイロやナイロビに居住した経験を持つ。EG 氏の話すアラビア語変種 
(KJA) は、主語や TAM に応じた (随意的な) 動詞活用が観察される点で JA とは異なる (ただ
し、SCA では動詞活用は義務的)。(1) に一人称主語を表す動詞形式を含む例文を挙げる。 
 
 (1) a. ána  jíi-t           junúub  táani,  já     ríja    fi    junúub  [...]. 
  1SG 来る.PERF-1SG  南部   また  来る  戻る   LOC  南部 
  ｢僕はまた南部に [帰って] きた。帰ってきたんだ。｣ 
 b. kún-ta        fi    khartúum,    aaí.   mashée-na     khartúum,    kún-na 
  COP.PERF-1SG  LOC  ハルツーム  はい  行く.PERF-1PL  ハルツーム  COP.PERF-1PL 
    iyáal     sukáar     zee      dé.     masée-t        kabír-na             hináak. 
  子供.PL  小さい.PL  ように  この   行く.PERF-1SG  大きくなる.PERF-1PL  そこ 
  ｢僕はハルツームにいたよ。ああ。僕たちはそんな感じで、小さい子供の頃にハ
ルツームに行って、そこで育ったんだ。｣ 
  c.  ána   ne-shúuf          íta.    yaú,  ána  bi    ád   íta   kaláas. 
  1SG  1SG-見る.IMPERF   2SG   ほら 1SG  TAM  add  2SG  もう 
  ｢僕は (SNS 上で) 君のことを見てみよう。ほら、もう友達申請しといたよ。｣ 
  d.  wokit mára,  ána  bi    nadí  íta,   nó-gwud         sáwa,    wónusu  sáwa. 
  また今度    1SG  TAM  呼ぶ  2SG  1PL-座る.IMPERF  一緒に  話す    一緒に 
  ｢また今度 (君を) 呼ぶから、一緒に座って話でもしよう。｣ 
 
 ただし、ここで見られる 1 人称主語動詞活用は以下のように整理できるが、未完了形に
見られる 1 人称複数形主語接頭辞は JA (人称活用なし) にも SCA にも見られないものである。 
 
表 1：1 人称主語動詞活用 (ただし V は母音、STEMは動詞語幹) 
 JA EG 氏 SCA 
1SG.PERF なし STEM-t(a) STEM-t(a) 
1PL.PERF なし STEM –na STEM-na 
1SG.IMPERF なし nV- STEM ’a- STEM 
1PL.IMPERF なし nV- STEM nV- STEM 
 
 なお、(2) に示すように 2 人称主語についても同様に動詞活用が観察される (3 人称主語を
表す形式は無標の形式であるため、認定が難しい)。 
 
 (2) a.  mofrúud  tó-gwud.         welé    íta  máasi? íta   máa  déer    tó-gwud? 
  よりよい 2SG-座る.IMPERF  または  2SG 行く   2SG  NEG  欲する 2SG-座る.IMPERF 
  ｢座ったらいいじゃないか。行くの？ 座りたくないってかい？｣ 
  b.  welé   bés    tá-mshi          ma   suudaníiz. 
  または だけ  2SG-行く.IMPERF  COM  Sudanese 
  ｢あるいはまあ、(君が) スーダン人と一緒に行くだけさ。｣ 
 
 次に、接尾人称代名詞の獲得が観察される。例えば、｢だけ｣をあらわす焦点化副詞は、
SCA では義務的に主要部の人称に一致して接尾人称代名詞が付加される (SCA. 1SG baráa-y, 
2SG.M  baráa-k, 3SG.M. baráa-hu) が、JA では常に単一の形式 (JA. baráu < 3SG.M) が使用される。
しかし、(3b) が示すように、EG 氏のアラビア語変種ではこのような一致は随意的である。 
 
 (3) a.  ána  baráa-y,   ína    fi    kompyúuta,     máafi  zóol  wónusu [...] 
  1SG だけ-1SG  ここ  LOC  コンピュータ  ない  人   話す 
  ｢僕はここでコンピュータの前に一人で、話す人もいなかった。｣ 
  b.  íta   baráa-k   béss?  [...]   íta  yaú  jáa    baráu  fi    ostréelya. 
  2SG だけ-2SG だけ       2SG FOC  来る  だけ   LOC  オーストラリア 
  ｢君だけなのか？君だけでオーストラリアに来たのか？｣ 
 
 さらに、表 2 が示すように、EG 氏の話すアラビア語変種は SCA から一部の基礎語彙を借
用している。このように、EG 氏の話すアラビア語変種は、動詞活用や接尾人称代名詞が(随
意的ながら) 存在する点、一部の基礎語彙に関しては SCA と共通する。 
 
表 2：基礎語彙の比較 
 JA EG 氏 SCA 
行く rúwa (máshi) 
-mshi (IMPERF) 
mash(ee)-  (PERF) 
-mshi (IMPERF) 
mash(ee)- (PERF) 




 逆に、EG 氏の話すアラビア語変種は /sh/ の実現が不安定であり /s/ と揺れ (e.g. (1b) 
mashee-na vs. masee-t)、 (3b) が示す焦点化標識 (yaú)、次の (4) が示す文末助詞 (ke) や照応副
詞 (fógo) を持つ。これらの特徴はいずれも SCA では見られず、JA に顕著である。 
 
 (4)   fíi    mahál  kída,    bi    gullóu   sánalbon.    híla   ke.  
  ある 場所   そんな  TAM  という  St. Albans   村   よ 
   fóogo    suudaníiz   ketíir  hináak. 
  そこに  Sudanese  沢山  そこ 
  ｢セイント・アルバンズという所がある。小さな町だよ。 
  そこにはスーダン人が沢山居るんだ。｣ 
 
 その他、本稿では特に例は示さないが、EG 氏のアラビア語変種は、/kh/ や /h/ の実現も不
安定である点 (前者は /k/ と揺れ、後者は脱落しやすい)、咽頭摩擦音や咽頭化／軟口蓋化子
音を持たない点、SCA に存在する定性 (definiteness) や文法性 (gender) などの文法範疇を持






り、彼は KJA ではなく、南部スーダンの北部のアラビア語変種の話者である。 
 MT 氏のアラビア語変種には、先述の EG 氏と同様に、(5a) [随意的な] 動詞主語人称活用
や (5b) 1SG. nV-STEMの形式、(6) 接尾人称代名詞のように SCA と共通する特徴や、(7) 焦点
化標識や文末助詞の存在など、JA と共通する特徴が見られる。 
 
 (5) a.  ána  jée-t  […]      min  béled  le   ityóopya,     u       mashée-ta     kénya. 
    1SG  来る.PERF-1SG  から 田舎  に  エチオピア  そして  行く.PERF-1SG  ケニア 
  [...]   máa  garée-t        kitáab  ta   árabi. 
       NEG  読む.PERF-1SG  本     の  アラビア語 
  ｢俺は田舎から出てきて [まず] エチオピアへ、それからケニアに行った。[そうい
うわけで] アラビア語は勉強していない。｣ 
  b.  aaí,    déer     n-ágra           ziyáada. [...]  aaí,    déer     ná-amul. 
    はい  欲する  1SG-読む.IMPERF  もっと      はい  欲する  1SG-する.IMPERF 
  ｢うん、もっと勉強したい。もっとやりたい。｣ 
 (6)   lissa  ind-í      wáahid  sána,   ána  bi    intáa. 
    まだ  持つ-1SG  一      年     1SG  TAM  終わる 
  ｢俺はあと一年で終わりだ [卒業する]。｣ 
 
 (7)   laakín   bés,   dé    yaú  sókol  ta   dúniya  ke. 
    しかし  だけ  これ  FOC  仕事  の  世界   よ 
  ｢だけどまあ、これが娑婆の理ってもんよ。｣ 
 
3.2.3 中層話体的ジュバ･アラビア語 




 (8) a. (随意的な) 動詞現実法 (完了・未完了) の主語人称活用を持つ。 
  b. (随意的な) 特殊な動詞非現実法の主語人称活用 (1SG. = 1PL. nV- STEM) を持つ。 
  c. (随意的な) 接尾人称代名詞を持つ。 
  d. SCA からの借用 (基礎語彙) が顕著である。 
  e. JA に顕著な焦点化標識 yaú、文末助詞 ke、照応副詞 fógo などを持つ。 
  f. 文法性や定性などの文法範疇を持たない。 





対する部分集合であると解釈されるが、Gil (2006) は｢中層話体のみに見られる範疇 
(Distinctly Mesolectal Properties)｣の存在を認めている。上記 (8b) は明らかにその 1 例であり、
これは MJA を独立の言語変種と認める基準として重要である。 




にやや類似した現象が見られるため (Manfredi 2010, 1SG. a-/nV-STEM, 1PL. nV-STEM(-u))、こう
したアラビア語変種との言語接触に起因する言語変化の可能性も疑われる 11。 
                                                     
11 なお、20 世紀初頭のウガンダ～南部スーダン地域では既に｢後クレオール連続体｣のようなものが存在





語特徴を表 3 の 4 段階で記録した。｢なし｣はアラビア語変種を話さない人数)。 
 
表 3：在豪南部スーダン人の話すアラビア語変種と運用能力の相関 
 JA MJA MJA 少 なし 
ディンカ語話者 0 11 3 6 
ヌエル語話者 0 7 2 1 
その他 4 1 0 0 
 
 表 3 の示すように、MJA はディンカ語・ヌエル語話者に顕著であり、その他の民族語話
者 (MJA を話す一人を除いて、エクアトリア地域出身) は JA を話す傾向が見られた。この
傾向は明らかに南部スーダンにおける出身地域ごとのアラビア語変種の分布を反映してお
り、メルボルンにおける民族語の分布 (cf. 2.2) とも一致しない。また、ディンカ語・ヌエル
語は話者人口が多いため、必然的に MJA 話者数は JA 話者数より多いことも観察できる。 
 
3.3 GO・NGO 出版物における南部スーダン・アラビア語諸変種 
 GO・NGO は TIS に準じて特定の民族語やアラビア語変種による出版 (パンフレット・
CD・DVD) も行っている。ある程度は臨機応変な対応が可能な通訳とは異なり、出版物、
特に印刷物は正書法などの規範が要請される。このため、正書法をもつ大言語が多用され
る傾向が見られる。例えば、DIAC は英語に加え 37 言語による印刷物 Beginning a Life in 
Australia を発行しており、在豪南部スーダン人向けには｢アラビア語｣ (MSA)、｢ディンカ
語｣、｢ヌエル語｣の 3 言語が用意されているが、いずれも正書法をもつ大言語である。 
 また、いわゆるアラブ地域では一般に標準アラビア語と口語アラビア語からなるダイグ
ロッシアが観察されるが、オーストラリアにおいてはこうした地域出身者に向けた口語ア
ラビア語変種 (e.g. エジプト・アラビア語、レバノン・アラビア語、イラク・アラビア語) に
よる言語サービスや出版物は存在せず、標準アラビア語のみが用いられている 12。 
 以上のような背景があるにも関わらず、在豪南部スーダン人は標準アラビア語の運用能
力が不十分である  (Borland & Mphande 2008) などの理由から、“Juba Arabic”, “Sudanese 
Arabic” と題された出版物が存在する。本節では、このような規範の欠如した言語変種に出
版を行う際、どのような措置が採られ、現時点でどのような問題があるかを分析する。 
                                                     





 筆者は 2011 年 12 月 31 日時点で、“Juba Arabic” または “Sudanese Arabic” と表記された在
豪南部スーダン人向け出版物 (ウェブサイト・パンフレット・CD・DVD) に関して、本稿付
録に挙げた 38 点を収集している 13。これらのうち、単一の出版物において “Juba Arabic” と 
“Sudanese Arabic” が分類されて出版された例は存在せず、発注者 (オーストラリア人) 側が




して設けた。この上で JA, MJA, SCA, MSA の 4 種類に分類するが、MSA はある程度、正書
法などの規範を持っているため、本稿では特に認定基準を設けていない。 
 
 (9)  JA：   動詞活用を持たない (テクスト内で動詞全てが活用しない)。 
    MJA： 随意的な動詞活用を持つ (テクスト内の動詞活用の有無が揺れる)。 
    SCA： 義務的な動詞活用を持つ (テクスト内の動詞全てが活用する)。 
 
 具体的に各変種を代表する例文を以下に示す。まず、(10) は JA の例であるが、動詞は活
用を持たない。なお、一般的に出版物における JA には高級語彙を中心に SCA や MSA から
の借用が顕著である (仲尾 2011b) が、今回は JA や MJA の認定基準とはしない。 
 
 (10)  JA の例 (Migrant Resource Centre Southern Tasmania n.d., 表記はママ) 
  a.  Nas  CBS  bi    arufu gale   nas  ajusin   bi    hibu  geni   fi    beit  ketir. 
  人々 CBS TAM  知る  COMP  人々 老人.PL  TAM  好む  居る  LOC  家   沢山 
  ｢CBS の人々は、老年の方々が長く家に居たがることを知っています。｣ 
 b. Fi   wokit  tani   umon  deiru    nas   bi    geni   wa      saudu   umon. 
  LOC とき  INDEF  3PL   欲する  人々  TAM  居る  そして  助ける  3PL 
  ｢時に、彼らは誰かに居てもらい、手伝ってもらいたがっています。 
 
 次に、(11) は MJA の例であるが、sadu ｢助ける｣、ishtakalu ｢働く｣、bi agder ｢できる｣ な
どは動詞活用を持たないのに対して、na amulu ｢私たちは作る｣、ta ligo ｢あなたが見つける｣ 
は主語人称による動詞活用を示していると考えられる。また、(8) で言及した接尾人称代名
詞 (11a. inda na ｢私たちは持つ｣) も観察される。 




 (11)  MJA の例 (Centrelink n.d., 表記はママ) 
  a.  Anina  inda na    malumat  al    bi    sadu    ita   bi   arabi juba. 
   1PL    持つ-1PL  情報     REL  TAM  助ける  2SG  INS  JA 
  ｢私どもには、皆様に役立つジュバ･アラビア語での情報があります。｣ 
 b. Anina  ga   ishtakalu  shaded  al shan   na  amulu  le    ita  sika  sahil/basit 
  1PL     TAM  働く      とても  ために   1PL-作る   DAT  2SG 道   簡単な 
  kef   ita  bi  agider  ta  ligo        malumat  fi   shabaka ta  nina  bi   arabi juba. 




 (12) は SCA の例であるが、このテクストでは動詞は必ず活用 (shiil ｢取れ｣、ta-mrug ｢あな
たが外出する｣) している。また、接尾人称代名詞を持つ (ma‘aa-k ｢あなたと共に｣, beet-ak 




 (12)  SCA の例 (NSW States Eergency Service n.d.) 
    shiil      ma‘aa-k  ’ayyi  ’awraak,  ṣuwar fotoghrafiiy-a,  ’aw     ’idhbaat hawiiya 
  取る.IMP  COM-2SG  全    紙.PL     写真.PL             または  身分証明書 
  muhimm-a,  lamman   ta-mrug             min   beet-ak. 
  重要な-Ｆ    とき     2SG-外出する.IMPERF  から  家-2SG 
  ｢家から出るときには重要な書類、写真または身分証明書を持っていくこと。｣ 
 
 (13) は MSA の例であるが、MSA に顕著な語彙 (MSA. marḥaban bi-kum, cf. SCA. marḥab 
bee-kum ｢(皆様) ようこそ｣、MSA. haadha, cf. SCA. da ｢この.M｣) が観察される。 
 
 (13)  MSA の例 (Maribyrnong City Council n.d.) 
   marḥaban   bi-kum    fii    madiinat  maribanoŋ. 
  ようこそ   INS-2PL   LOC  市       マリビノン 
  haadha  d-daliil    ‘ibaara  ‘an        tagdiim   li   majlis    maribanoŋ. 
  この.M  DEF-指南  説明    について  紹介    DAT 市議会  マリビノン 
  ｢ようこそマリビノン市へ。この指南はマリビノン市議会についての説明です。｣ 
 以上のような基準に基づいて分類した結果、表 4 が得られた。 
 “Juba Arabic” と題されている場合には JA または MJA、“Sudanese Arabic” と題されている
場合には SCA または MSA が観察され、言語名が実際の言語変種と相関している傾向が見
られる。このことからは、結論として出版物の作成者 (在豪南部スーダン人) が、少なくと
も “Juba Arabic” と “Sudanese Arabic” という言語名に関して異なる変種であると認識してい
る可能性が指摘できる。また、筆者が現時点で収集した限りにおいては、“Juba Arabic” に
比べて “Sudanese Arabic” と言語名表記された出版物が多いことも指摘できそうである。 
 
表 4：在豪南部スーダン人向けアラビア語変種出版物 
 JA MJA SCA MSA 
“Juba Arabic” 14 12 1 0 0 
“Sudanese Arabic” 15 0 0 17 8 
 
 Borland & Mphande (2008) はスーダン共和国やエジプト共和国で難民経験を経た在豪南部
スーダン人以外は “Sudanese Arabic” や “Classical Arabic” (= 標準アラビア語) を好まない傾向
を報告している。表 4 から浮かび上がる、“Sudanese Arabic” が出版物に多用される傾向は、
元来の｢アクセスと平等｣の理念に反しており、この状況は現代オーストラリアの言語サー
ビスにおいて、今後改善されるべき課題であろう。 
 なお、仲尾 (2011b) では、Centrelink の提供している出版物 Helping Centrelink customers get 
work の “Juba Arabic” (MJA) 版、Musaada le zabain ta Centrelink al shan ligo shokol について言
及したが、Internet Archive (www.archive.org) で確認できる限り、この翻訳版は 2006 年にウ
ェブ上にアップロードされ、2009 年に削除されていたため、表 4 には反映されていない。 
 これに前後して、Centrelink は 2008 年に “Sudanese Arabic” による Centrelink information for 
new Australians (CD, cf. 本稿付録) を出版している。この事例から Centrelink の在豪南部スー






ある。一般的に標準アラビア語を除くアラビア語変種 (JA, MJA, SCA など) は正書法を持た
ず、当然、識字教育も公的には行われていない。Borland & Mphande (2008) は “Sudanese 
Arabic” に関し、(特に老年層は) 対面による通訳や音声や映像による出版物を望む傾向を報
告している。本稿付録に示した出版物のうち、例えば Victorian Electoral Commission (n.d.) が
                                                     
14  “Arabic Juba”, “Juba”, “Juba Arabic (Sudanese Arabic)” を含む。 
15  “Arabic - Sudanese”, “Sudanese”, “Southern Sudanese Arabic” を含む。 
｢アラビア語｣ (MSA) および｢ディンカ語｣に関しては正書法を用いた印刷物、“Sudanese 
Arabic” (SCA) に関しては mp3 ファイルを公開しているなど、在豪南部スーダン人の要望は、
少なくとも部分的には実現しつつあるようである。 
 しかし、文字を用いた印刷物の出版も行われている。本稿付録に挙げた出版物一覧に見
られる一般的な傾向として、“Juba Arabic” はラテン文字、“Sudanese Arabic” はアラビア文字
によりそれぞれ表記されている。興味深い例外として、Legal Aid NSW (2011) によるアラビ
ア文字を用いた “Juba Arabic” (JA) 表記の試みがある (さらに mp3 ファイルも付されている)。
この出版物には仲尾 (2011a) で分析した旧版 (Legal Aid NSW, n.d. Welcome to Legal Aid) が存
在し、そこではラテン文字により “Juba Arabic” (JA) が表記されていた。先述の Centrelink の














ビア文字で書かれた SCA または MSA、｢ジュバ･アラビア語｣はラテン文字で書かれた JA や
MJA を指す傾向が強いこと、｢スーダン・アラビア語｣の出版物数の方が｢ジュバ･アラビア
語｣の出版物数より多いことなどが明らかになった。どちらかといえば MSA や SCA 偏重の
この傾向は、実際の在豪南部スーダン人の需要とは必ずしも一致しておらず、結論的に言語
サービスとしては未だ混乱している状況であると言える。 
 この混乱の原因としては、まず、在豪南部スーダン人 (の一部) が一次避難先のハルツー
ムやカイロで威信的な SCA や MSA を獲得し、その威信がオーストラリアの言語サービス
に移植されたことに起因する可能性が指摘できる (JA と比べてやや SCA 的な特徴を持つ







     1       1 人称            DEF     定冠詞           LOC     位格前置詞        
     2       2 人称            F       女性形語尾       NEG     否定標識          
     3       3 人称            FOC     焦点化標識       PERF    完了相            
     COM     共格前置詞       IMP     命令             PL      複数              
     COMP    補文標識         IMPERF  未完了相         REL     関係節標識        
     COP     コピュラ         INDEF   不定性標識       SG      単数              
     DAT     与格前置詞       INS      具格前置詞       TAM     TAM 標識         
 
付録：GO・NGO のアラビア語変種による出版物一覧 
 3.3 で分析した GO・NGO 出版物 (印刷物以外は媒体の種類を記す) を以下に挙げる。言語
名に関しては、まず “Sudanese Arabic” または “Juba Arabic” を挙げ、標準アラビア語やディン
カ語・ヌエル語によるものがあれば併記した。なお、これらには全て英語版が存在してい
るが、言語名一覧からは削除した。また、ウェブページには URL を、その他の出版物にも
参考 URL を付した (いずれも最終閲覧日は 2011 年 12 月 31 日)。 
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